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■ 研究要旨 

日本において学校部活動は、教育課程外の活動であるが、実際には、多くの場合において教育

の一環として位置づけられた重要な活動となっている。しかしながら、現在の部活動には、いく

つかの問題も存在する。具体的には、生徒数の減少、教員の多忙、生徒の部活動に対する意識の

変化などがあげられる。そこで、本研究では、中学生を対象に部活動に対する理想と現在の部活

動の状況を調査することで、理想と現実の乖離状況から今後の部活動および地域活動を並行する

ための指針を検討することを目的とした。部活動の実施状況や満足度、目的などの現状と理想に

関して比較検討した。理想の部活動について「楽しく行う」や「気軽に行う」の意見が多く、生

徒の部活動の考え方を確認することができた。また、現在の部活動については「満足している」

と回答した生徒が多かったが、「部活動を実施する上で問題を感じる点」として、「自分の時間が

欲しい」や「休日が減る」という回答が多く見られた。さらに、地域活動に関しては、「参加した

くない」と考えている生徒が一定数いることが明らかになった。スポーツ庁が出しているガイド

ラインを参考に、本来、自発的・自主的に行われる部活動と地域の活動が明確な役割分担のもと

に共存していけるような構造改革が望まれる。 
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第 1 章 序論 

1-1 背景 

日本において学校部活動は、教育課程外の活動であるが、実際には、多くの場合において

教育の一環として位置づけられた重要な活動となっている。部活動には、大きく分けて 2 種

類あり、1 つは運動系、もう 1 つは文科系であり、多くの生徒が参加している。そのため、

部活動は、生徒の体力向上、我が国の国際競争力向上そして文化芸術振興に貢献することが

期待される。しかしながら、現在の部活動には、いくつかの問題も存在する。具体的には、

生徒数の減少、教員の多忙、生徒の部活動に対する意識の変化などがあげられる。これらの

問題に加え、部活動の運営に関しても様々な改革案が提示されている。休養日を平日、週末

ともに設けていなかったり、設定が少なかったりする実態や、指導時間についても、部活動

を含めて夜遅くまで教員が指導にあたるなどの問題を解決する必要がある。これらの問題

には、教員側の労働時間の超過と児童生徒側の過剰活動の２つの側面があると思われる。現

在の中学校は週休 2 日であり、文部科学省では、このねらいとして、学校、家庭、地域社会

の役割を明確にし、それぞれが協力して豊かな社会体験や自然体験など様々な活動の機会

を子ども達に提供し、自ら考える力や豊かな人間性などの「生きる力」を育む時間の確保を

挙げている。しかしながら、土曜日、日曜日に部活動を実施していたり、活動時間が過剰で

あったりするケースも多く、結果的に、週休 2 日制の本来の目的が達成できていないことも

危惧されている。このような問題を解決するためには、法令を遵守すること、部活動への参

加目的の多様性を認めること、そして部活動の運営を学校全体で行うことが重要となるで

あろう。ここで、私たちが注目したのは、生徒の多様なニーズや意見があるにもかかわらず、

指導者や学校の一方的な指導指針に基づく指導などが行われているという問題である。 

さらに、少子化によって教員数、生徒数がともに減少し、顧問の負担増や生徒が本当にや

りたい部活動が中学校に設置されていないなどの問題も発生している。また、地域でのスポ

ーツ活動や習い事があるにもかかわらず、教育活動としての部活動を優先するあまり、全員

が部活動に強制加入となっているケースも見られる。全員加入の利点もあると思われるが、

本来、自発的・自主的に行われる部活動が、生徒の家庭や地域活動への参加を制限すること

の無いような配慮も必要かもしれない。地域との連携などについては、スポーツ庁が出して

いるガイドラインに以下のように記されている。 

・都道府県、学校の設置者及び校長は、生徒のスポーツ環境の充実の観点から、学校や地

域の実態に応じて、地域のスポーツ団体との連携、保護者の理解と協力、民間事業者の

活用等による、学校と地域が共に子供を育てるという視点に立った、学校と地域が協

働・融合した形での地域におけるスポーツ環境整備を進める。 

・公益財団法人日本体育協会、地域の体育協会、競技団体及びその他のスポーツ団体は、

総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団等の生徒が所属する地域のスポーツ団体

に関する、事業等について、都道府県もしくは学校の設置者等と連携し、学校と地域が

協働・融合した形での地域のスポーツ環境の充実を推進する。また、学校設置者等が実
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施する部活動指導員の任用・配置や、運動部顧問等に対する研修棟、スポーツ指導者の

質の向上に関する取組に協力する。 

・地域公共団体は、学校管理下ではない社会教育に位置付けられる活動については、各種

保険への加入や、学校の負担が増加しないこと等に留意しつつ、生徒がスポーツに親し

める場所が確保できるよう、学校体育施設開放事業を推進する。 

・都道府県、学校の設置者及び校長は、学校と地域・保護者が共に子供の健全な成長のた

めの教育、スポーツ環境の充実を支援するパートナーという考え方の下で、こうした取

組を推進することについて、保護者の理解と協力を促す。 

これらは決して法的な拘束力があるわけではないがそれをないがしろにしている学校も

多くあるだろう。これらの問題を背景に私たちは、中学生の思い描く理想の部活動を調査し

それに対し現在の部活動の現状を調査することで現在の部活動の在り方、今後、学校と地域

がどのように連携するべきであるかという問題に迫っていきたいと思う。 

 

1-2 目的 

本研究は、中学生を対象に部活動に対する理想と現在の部活動の状況を調査することで、

理想と現実の乖離状況から今後の部活動におよび地域活動を並行するための指針を検討す

ることを目的とする。 

 

1-3 仮説 

昨今、部活動では指導員不足や活動時間の長さによる問題などが多々挙がっている。その中

で、昨今の中学生は部活動に対して消極的な意見が多く、活動時間や日数についても減らし

てほしいと考えていると思われる。指導員に対しても、生徒間での差はあると思われるが、

専門的な指導は求めているが、優しい指導を求めていると思われる。地域でのスポーツ活動

や習い事があるにもかかわらず、教育活動としての部活動を優先するあまり、全員が部活動

に強制加入となっているケースも見られる。全員加入の利点もあると思われるが、本来、自

発的・自主的に行われる部活動が、生徒の家庭や地域活動への参加を制限することの無いよ

うな配慮も必要だと思われる。つまり、多くの面において、現代の子ども達が思い描く理想

の部活動と現状には乖離が少なからず存在する。これを理解することで、管理的立場にある

大人達が今後の部活動運営、地域活動に関して、一定の改善方針を示すことができる。 
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第 2 章 方法 

2-1 対象者 

恵那市立恵那西中学校、2 年生 116 名を対象に調査を行った調査委対象者の性別の内訳を

表 2-1 に示す。 

 

2-2 調査項目と方法 

以下の 3 つの観点でアンケート調査を構成し、実施した。 

1.現在の活動状況にて 

現在、所属している部活動名、参加理由、満足度、部活動実施上の問題点、 

どうしたら満足度が高まるか等の質問 5 項目 

 

2.理想の部活動について 

どのような部活動に入りたいか、部活に求めるもの、理想とする部活動の指導者、 

部活動と学校生活の関係等の質問 4 項目 

 

3.地域での活動について 

認知度、参加率、興味、会場、交通手段等の質問 5 項目 

 

アンケート調査は、上記の観点を基づき全体で A3 用紙 1 枚、12 の大問で構成した（調査

用紙は付表として論文の末尾に掲載）。回答方式は活動内容や動機等に関しては直接記載さ

せそれ以外の項目は 3~9 件法にて選択させた（一部、複数選択あり）。調査実施に関しては、

事前に協力校に依頼し、調査の趣旨を学校長及び教頭に説明を行い、了承を得た。 

その後、調査データを送り、担任及び体育授業担当の協力の下、授業内でアンケートを実

施、回収していただいた。また、調査用紙の冒頭に調査の同意に関する注意事項を記載し、

調査に同意いただけない場合は、白紙提出していただくこととし、同意のもとに回答の得ら

れたデータのみを分析対象とした。 

 

2-3 分析手続き 

 最初に、現在の活動状況、理想の部活動、地域での活動を記述統計により検討した。 

 続いて、以下の要素に関する調査項目間の関係性をクロス集計およびカイ二乗検定によ

り検討した。全ての分析において有意水準は 5%とし、IBM 社の SPSS22.00J を用いて分析

行った。 
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第 3 章 結果 

3-1  調査結果の概要 

3-1-1 現在の部活動の状況 

最初に、現在の部活動の状況に関する４つの設問に関して結果を示す。まず、「部活動に

入部した理由」を質問した。部活動の理由に対して、「全員入部だから」が男子 18.2%で女

子 13.1%、「その種目がやりたいから」が男子 56.4％で女子 62.3％、「友人が入部したから」

が男子 30.9％で女子 26.2％、「健康増進」が男子 10.9％で女子 8.2％、「その他」が男子 16.4％

で女子 29.5％であった。「その他」では「入りたいのがなかった、友人や両親からのすすめ」

というのが多く見られた。 

 

 
図 3-1-1-1  部活動に入部した理由 

 

次に、「現在の部活動に満足しているか」を質問した。現在の部活動に対して、「とても満

足している」が男子 38.2%で女子 31.1％、「まあ満足している」が男子 49.1％で女子 49.2%、

「あまり満足していない」が男子 9.1%で女子 13.1%、「まったく満足していない」が男子 1.8%

で女子 1.6%であった。 

 
図 3-1-1-2  現在の部活動に満足しているか 
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次に、「部活動を実施、選択する上で問題と感じる点」を質問した。部活動の問題と感じ

る点に関しては、８つの選択肢による複数回答可であった。ここで示す数値は全体の何％が

該当の選択肢を選択したかを表している。回答が多かった順に男子は「自分の時間が欲しい」

が 29.1％、「レベルが合わない」が 16.4％、「休日が減る」が 16.4％、「その他」が 16.4％で

あった。女子は「休日が減る」が 45.9％、「学習時間が不足」が 32.8％、「自分の時間が欲し

い」が 29.5％、「メンバーと合わない」が 18％であった。「その他」では「両立が難しいや

時間通りに終わらない」というのが多く見られた。 

 

図 3-1-1-3  部活動を実施、選択する上で問題と感じる点 

次に、「どのような部活動なら満足するか」を質問した。どのような部活動なら満足する

かに関しては、７つの選択肢による複数回答可であった。ここでも数値は全体の何％が該当

の選択肢を選択したかを表している。回答が多かった順に男子は「気軽に楽しむ」が 50.9％、

「実施時間が変わる」が 32.7％、「競技レベルが変わる」が 20％、「その他」10.9％であった。

女子は「気軽に楽しむ」が 54.1％、「実施時間が変わる」が 29.5％、「競技レベルが変わる」

が 19.7％、「種目が増える」が 13.1％であった。「その他」では「時間通りに終わるや今のま

ま」というのが多く見られた。 

 

図 3-1-1-4  どのような部活動なら満足するか 
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3-1-2  理想の部活動に関する項目 

理想の部活動の状況に関する４つの設問に関して結果を示す。「どのような部活動に入部

したいか」を質問した。どのような部活動に入部したいかに対して、「勝利重視」が男子 47.2％

で女子 32.8％、「楽しみ重視」が男子 47.2％で女子 55.7％、「入部したくない」が男子 5.7％

で女子 11.5％であった。 

 
図 3-1-2-1  どのような部活動に入部したいか 

 

次に、「部活動に求めるもの」を質問した。部活動に求めるものに関しては、8 つの選択

肢による複数回答可であった。ここでも数値は全体の何％が該当の選択肢を選択したかを

表している。回答が多かった順に男子は「楽しく行う」が 63.6％、「競技力向上」が 43.6％、

「気軽に活動」が 36.4％、「仲間との交流」が 27.3％であった。女子は「楽しく行う」が 85.2％、

「仲間との交流」が 57.4％、「気軽に活動」が 52.5％、「競技力向上」が 41％であった。 

図 3-1-2-2  部活動に求めるもの 
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次に、「理想の部活の指導」を質問した。理想の部活の指導に関しては、5 つの選択肢に

よる複数回答可であった。ここでも数値は全体の何％が該当の選択肢を選択したかを表し

ている。回答が多かった順に男子は「優しく丁寧に指導」が 52.7％、「専門知識がある人に

指導」が 23.6％、「自分たちで決める」が 23.6％、「厳しく指導」が 20％であった。「その他」

では「厳しく丁寧に指導や面白おかしく」というのが多く見られた。 

 
図 3-1-2-3  理想の部活の指導 

 

次に、「部活動と学校生活・学業との関係」を質問した。部活動と学校生活・学業との関

係に対して、「どちらとも制限なし」が男子 83.3％で女子 70％、「どちらかに制限」が男子

11.1％で女子 28.3％、「どちらとも制限あり」が男子 5.6％で女子 1.7％であった。 

 

図 3-1-2-4  部活動と学校生活・学業との関係 
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3-1-3  地域での活動に関する項目 

地域での活動状況に関する設問に関して結果を示す。「どれくらい地域活動を知っている

か」を質問した。どれくらい地域活動を知っているかに対して、「よく知っている」が男子

3.6％で女子 5％、「まあ知っている」が男子 14.5％で女子 28.3％、「あまり知らない」が男子

47.3％で女子 38.3％、「ほとんど知らない」が男子 34.5％で女子 28.3％であった。 

 

 

3-2 入部したい部活動と地域活動興味について 

 表 3-2-1 は、どのような部活動に入部したいかと地域の活動で興味のあるものがあれば参

加したいかの関係性を検討した結果である。なおどのような部活動に入部したいかでは、6

つの選択肢を「勝利重視」「楽しみ重視」「その他」の 3 つにまとめて結果を示した。地域活

動に「参加したい」生徒の内、「勝利重視」という目的を持った生徒は 42.9%、「楽しみ重視」

という目的を持った生徒は 52.4%、「その他」を選択した生徒は 4.8%であった。一方、「参加

したくない」生徒では、「勝利重視」という目的を持った生徒は 37.9%、「楽しみ重視」とい

う目的を持った生徒は 51.5%、「その他」を選択した生徒は 10.6%であった。その他では「で

きれば入部したくない」などの意見が見られた。また、カイ二乗検定の結果、有意確率は

0.545 であり、統計的に有意な関係性は確認されなかった。 

 

 

  

3.6%

5.0%

14.5%

28.3%

47.3%

38.3%

34.5%

28.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

よく知っている まあ知っている あまり知らない ほとんど知らない

表3-2-1　どのような部活動に入部したいかと地域の活動で興味のあるものとの関係性

勝利重視 楽しみ重視 その他

参加
したい

42.9% 52.4% 4.8% 100%

参加
したくない

37.9% 51.5% 10.6% 100%

全体 39.8% 51.9% 8.3% 100%

カイ二乗検定：p=0.545

地域活動への
参加希望

入部理由
合計



 10 

3-3 部活動に求めるものと地域活動を行っているかについて 

 表 3-3-1 に部活動に求めるものと地域活動を行っているかの関係性を分析した結果を示

した。地域活動を行っているかは 4 つの選択肢の中から「行っている」「行っていない」の

2 つを取り上げて結果を示した。また、この設問は複数選択の項目であったため、該当の選

択肢を全体の何％が選択したかを示している。まず、「行っている」を選択した生徒では「競

技力向上」が 48.4%「楽しく行うこと」が 77.4%「気軽に活動できること」が 45.2%「健康

増進」が 25.8%「友人・仲間との交流」が 48.4%「将来のため」が 9.7%「空き時間をつぶす

ため」が 6.5%「人格形成」が 9.7%「その他」が 3.2%であった。一方、「行っていない」を選

択した生徒では「競技力向上」が 35.2%「楽しく行うこと」が 74.6%「気軽に活動できるこ

と」が 49.9%「健康増進」が 26.8%「友人・仲間との交流」が 43.7%「将来のため」が 7.0%

「空き時間をつぶすため」が 7.0%「人格形成」が 9.9%「その他」が 1.4%となった。「その

他」を選択した内容としては「帰宅部」や「画力向上」などの回答が見られた。 

 
 

3-4 理想とする指導と地域活動興味について 

表 3-4-1 に理想とする指導と地域活動興味についての関係性を分析した結果を示した。「参

加したい」を選択している生徒では「厳しく指導」が 20.9%「優しく丁寧に」が 53.5%「自

分たちで決めたい」が 14.0%「外部コーチ」が 25.6%「その他」が 7.0%であった。「その他」

の内容としては「賞の獲得」や「友達と行いたい」などが見られた。「参加したくない」を

選んだ生徒では「厳しく指導」が 16.4%「優しく丁寧に」が 58.2%「自分たちで決めたい」

が 14.9%「外部コーチ」が 22.4%「その他」4.5%であった。その他を選択した内容では「厳

しく丁寧」や「コーチが人の悪口を言わない」などが見られた。 

 

 

  

表3-3-1　部活に求めるものと地域活動との関係性（複数選択）

競技力
向上

楽しく
行う

気軽に活動
できる

健康増進
友人・仲間

との交流
将来の為

空き時間

をつぶす
人格形成 その他

行っている 48.4% 77.4% 45.2% 25.8% 48.4% 9.7% 6.5% 9.7% 3.2%

行っていない 35.2% 74.6% 49.9% 26.8% 43.7% 7.0% 7.0% 9.9% 1.4%

部活動に求めるもの（複数選択）
地域活動の

参加状況

表3-4-1　理想とする指導と地域活動興味との関係性（複数選択）

厳しく
指導

優しく
丁寧に

自分たちで
決めたい

外部
コーチ

その他

参加
したい

20.9% 53.5% 14.0% 25.6% 7.0%

参加
したくない

16.4% 58.2% 14.9% 22.4% 4.5%

理想とする指導方法（複数選択）
地域活動への

参加希望
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3-5 部活動と学校生活、学業との両立と地域活動興味 

表 3-5-1 は、部活動と学校生活、学業との両立のための基準を設けるべきかと地域の活動

で興味のあるものがあれば参加したいかの関係性を検討した結果である。なお、部活動と学

校生活、学業との両立に関しては、「学業成績や学校生活による部活参加の制限は必要ない」

と「学業において規定水準を満たしていない人は部活参加への制限を設けた方がよい」「学

校生活において生活指導等を受けた人は部活動への制限を設けた方がよい」と「学業成績・

学校生活のいずれにおいても部活動への参加を規制する基準を設けた方がよい」の 4 つの

選択肢から「制限なし」「制限あり」「基準を作る」の 3 つを取り上げて結果を示した。 

地域の活動で興味があるものがあれば「参加したい」と答えた生徒は「制限なし」が 81.0%

「制限あり」が 16.7%「基準を作る」が 2.4%であった。「参加しない」と答えた生徒は「制

限なし」が 77.3%「制限あり」が 19.7%「基準を作る」が 3.0%であった。また、カイ二乗検

定の結果、有意確率は 0.900 であり、統計的に有意な関係性は確認されなかった。 

 
 

 

 

 

 

  

表3-5-1　部活動と学校生活、学業との両立と地域活動興味

制限なし 制限あり 基準を作る

参加
したい

81.0% 16.7% 2.4% 100%

参加
したくない

77.3% 19.7% 3.0% 100%

全体 78.7% 18.5% 2.8% 100%

カイ二乗検定：p=0.900

地域活動への
参加希望

学校生活・学業との両立基準
合計
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第 4 章  考察 

4-1  現状の部活動の概要 

 3-1 節で示した結果から、部活動の現状について考察することができる。まず、所属状況

に関して、本研究の対象校においては全員入部であったが、現在の部活動に入部した理由を

質問したところ「その種目がやりたいから」が男女ともに半分以上を占め、次いで、「友人

が入部」であった。逆に、「全員入部だから」と回答した生徒は男女ともに２割に満たず、

学校が全員入部の形態をとらなくても、８割以上の生徒が主体的に部活動を実施するもの

と予想できた。次に、部活動の満足度は男女とも 80％以上の生徒が「とても満足」もしく

は「まあ満足」と回答し、満足度は高かった。しかし、部活を実施、選択する上で問題と感

じる点を質問したところ、男子は「自分の時間が欲しい」と回答した生徒が一番多く、女子

は「休日が減る」と回答した生徒が一番多かった。このことから、満足度が高い一方で部活

動の時間を減らして、自らのやりたいことをできる時間がほしいと思っている様子もうか

がえた。どのような部活動なら満足するかの質問に対しては、男女ともに「気軽に楽しむ」

が一番多く回答され、「実施時間が変わる」が二番目に多かった。このことから部活動に参

加することは良いが、競技力は重視しておらず、実施時間を適切にして、気軽に楽しみたい

と考えている生徒が多いことが推察された。 

 

4-2  理想の部活動の概要 

 図 3-1-2 以降で、部活動の理想について考察することができる。どのような部活動に入部

したいかの質問に対し、男子は「勝利重視」と「楽しみ重視」がともに 47.2％だった。女子

は「楽しみ重視」が 55.7％で一番回多かった。また、「部活に求めるもの」について質問し

たところ男女ともに「楽しくする」が一番多かった。二番目に回答が多かったのは男子が「競

技力向上」で、女子が「仲間と交流」であった。これらのことから男子は、楽しくかつ、勝

ちにこだわった活動を求めており、一方、女子では、競技力や勝利を重視するよりも、楽し

さや、仲間との交流を重視した活動を求めていることが示唆された。また、男子と女子で部

活動に求めるものに多少の違いがあることも確認された。続いて、理想の部活の指導の質問

では、男女ともに「楽しく丁寧に指導」が一番回答が多かった。厳しく、専門的な指導への

回答も 2 割程度見られたが、部活動への目的の中心が楽しさにあることからもわかるよう

に、半数以上は、楽しく丁寧な指導を求めていることが確認された。上記の三つの質問から

生徒は部活動を楽しく行うことを重視していることが示唆された。 

 

4-3 入部したい部活動と地域の活動で興味のあるものとの関係 

3-2 節で示した結果から、部活動への入部理由は「楽しみ重視」が、地域活動への参加希

望にかかわらず多いことがわかった。地域活動に「参加したい」を選択した生徒のなかでは

入部理由の「勝利重視」という目的を持った生徒も 42.9%と、「参加したくない」生徒に比

べて若干、多くなっていた。しかし、両者の間に統計的に有意な関係は確認されず、地域活
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動への参加希望と部活動への入部理由は関係がないことが示唆された。また、「その他」を

選択した生徒では「できれば入部したくない」など部活動へマイナスの意識が強く、地域活

動への参加希望においても「参加したくない」と回答するケースが多く見られた。全体的に

部活動、地域活動ともに参加したくない生徒が一定数いることが示唆された。 

 

4-4 部活動に求めるものと地域活動を行っているかの関係 

3-3 節で示した結果から、地域活動を「行っている」を選択した生徒では、部活動の求め

るものとして「楽しく行うこと」が 77.4%と一番多かった。競技や種目自体を楽しむことを

のぞんでいると推察された。次いで多い回答は「競技力向上」と「友人・仲間との交流」が

48.4%であった。「競技力向上」を選択した生徒は、学校部活動では時間や制限があるために

地域活動を行うことによって専門知識や技能をさらに高めたいと考えている可能性がある。

「友人・仲間との交流」と答えた生徒では、地域活動を行う際も「友人や仲間との交流」が

できる環境があれば地域活動を「行う」生徒がさらに増加すると推察できる。地域活動を「行

っていない」を選択した生徒でも「楽しく行うこと」が 74.6%と最も多かった。次いで「気

軽に行う」が 49.9%で「友人・仲間との交流」が 43.7%の順であった。地域活動は「行って

いない」が参加するならば「楽しく」や「気軽に」といった意見が多いため、このようなニ

ーズに応えた地域活動を展開すれば、参加者も増加し、現在、部活動が担っている役割の一

部を担うことが期待される。「その他」の回答では、「画力向上」といった明確な目的をもっ

た意見と「帰宅部」という意見が見られ、部活動への強制加入が生徒のニーズに応えきれな

い結果になっているケースも見られた。個々の生徒の意見にも耳を傾け、時に地域の活動と

役割を分担して、生徒のニーズにより多く応えられるような工夫も必要であろう。 

 

4-5 理想とする指導と地域活動への興味について 

3-4 節で示した結果から、地域活動へ「参加したい」「参加したくない」にかかわらず「優

しく丁寧に指導」して欲しいと生徒は考えていることが確認された。4-2 節でも考察したよ

うに「楽しみ重視」の意見が多かったため、技能の向上よりも競技・種目そのものを楽しみ

たいと考えていることが考えられる。次いで多いのが「参加したい」「参加したくない」と

もに「外部コーチの指導」で部活動とあった。地域活動ともに外部コーチなどによる専門的

知識を求める生徒も一定程度いることがわかる。これらを総合すると、部活動を楽しみ重視

で行いたい生徒と競技力や技能向上を目指したい生徒の 2 つのケースに大きく分けられる

ことがわかる。学校部活動と地域活動がこれらの役割を上手に分担して担うような構造改

革が求められると思われる。 

また、参加したいを選択した生徒で「その他」の意見では「賞の獲得」や「友達と行いた

い」などの意見が見られた。また、「厳しく丁寧」や「コーチが人の悪口を言わない」など、

現状の指導に不満のある生徒もいることが確認された。学校側は人材や教員の負担の問題

もあるが、これらの意見には耳を傾ける必要があろう。 
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4-6 部活動と学校生活、学業との両立と地域活動への興味 

3-5 節で示した結果から、は地域活動への参加希望に関係なく、部活動と学校生活、学業

の両立「制限なし」の割合が最も多かった。このことから、部活動と学校生活を切り離して

考えている生徒が多いことがわかった。一方で、２割程度の生徒は制限を設けたり、何らか

の基準を作るべきと考えていた。仮に「基準を設ける」ことになった場合、部活動を行う機

会が制限されることも考えられるが、一方で、地域活動へ参加する生徒が増えることも考え

られる。つまり、学校部活動で学業等との両立を踏まえて行うべき活動と地域で行うべき活

動の明確な役割分担が求められるかもしれない。この点については、より詳細な調査や実験

的な取り組みを行わなければ、明確な検証結果は得ることが難しいと思われ、今後の大きな

課題と言える。 

全体を通して、生徒の地域活動への興味や意識が低いことが確認された。本来、技術や競

技力の向上、専門的知識の獲得などには地域での活動の方が適切であると思われるが、生徒

にはそのような意識が浸透していないことが推察される。また、部活動だけではなく競技、

種目自体から興味が薄れていることも危惧される。スポーツ庁が出しているガイドライン

なども参考にしながら、学校での部活動本来の役割と地域活動が担える役割を明確にした

構造改革が今後は望まれる。 
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第 5 章  まとめ 

 現在に部活動は、生徒の多様なニーズと指導者や学校側の体制の不一致や教員負担の増

加、地域活動との連携不足などが問題視されている。そこで、本研究では、中学生を対象に

部活動に対する理想と現在の部活動の状況を調査することで、理想と現実の乖離状況から

今後の部活動におよび地域活動を並行するための指針を検討することを目的とした。今回

対象となった中学校では、理想の部活動について「楽しく行う」や「気軽に行う」の意見が

多く、生徒の部活動の考え方を確認することができた。また、現在の部活動については「満

足している」と回答した生徒が多かったが、「部活動を実施する上で問題を感じる点」とし

て、「自分の時間が欲しい」や「休日が減る」という回答が多く見られた。「どのような部活

動なら満足するか」でも「気軽に楽しむ」や「実施時間が変わる」といった回答が見られた。

また、地域活動に関しては、「参加したくない」と考えている生徒が一定数いることが明ら

かになった。一方で、地域での活動に対する理解不足や部活動との役割が明確になっていな

い様子も推察することができた。さらに、部活動への強制加入が生徒のニーズに反してしま

っているケースも散見された。生徒個人の意見にも耳を傾け、本来、自発的・自主的に行わ

れる部活動と地域の活動が明確な役割分担のもとに共存していけるような構造改革が望ま

れる。 
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児童のスクリーンタイムと 

生活習慣および体力との関係 

 

 

 
2020 年度 スポーツ健康学部 

 卒業論文 

■ 研究要旨 

近年、子どもの体力低下が社会的問題となっている。その原因として、習い事や学校外学

習の増加により「時間」、公園や空き地などの自由に遊ぶことのできる「空間」、習い事の増

加などによる多忙化に伴う遊び「仲間」の減少があげられる。これらは、運動習慣の減少に

も大きくつながっており、逆に、一人でもできる、テレビ・ゲーム・スマートフォンなどの

スクリーンタイムの増加につながっていると考えられている。スクリーンタイムの増加は睡

眠時間の減少にもつながり、そこから運動習慣が低下し体力・運動能力の低下にもつながっ

ているのではないかと考えられる。本研究では、特に児童のスクリーンタイムの使用時間の

違いによる運動能力に着目し、児童のスクリーンタイムと運動能力および生活習慣との関係

を検討することを目的とした。公立小学校に通う 2，4，6 年生の児童男女 724 人を対象とし、

アンケート調査および体力テストの結果を得た。スクリーンタイムと体力の低下との関係を

分析、検討した。スクリーンタイムと体力・運動能力の低下に統一的な関係は見られなかっ

た。しかし、学年により関係性に違いがあることが確認され、一部の項目では学年が上がる

につれて運動能力の悪化との関係が顕著になることが示唆された。スクリーンメディアにか

ける時間を早い時期から減少させ適切な生活時間構造に変えていくことで、運動能力や体力

の向上、生活習慣の改善につながることが期待される。 
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第 1 章 序論 

体力とは、人間の活動の源であり健康の維持のほかに意欲や気力といった精神面の充実

にも大きく関わっているため「生きる力」の重要な要素となるものである。また、体力は日々

の運動習慣と強く関連があるため、運動不足や不適切な運動習慣は、体力面だけでなく健康

面や精神面など様々な悪影響を及ぼすこととなる。特に、「生きる力」を育むことが重要視

される子どもにおいては、運動習慣の悪化による体力低下は将来における大きな懸念を生

むことが考えられる。我が国の子どもの体力・運動能力は 1980 年頃までは向上を示してき

たが、1985 年頃から急激な低下が見られ日本の社会においての大きな問題となっている。

（内藤、2011）。山内（2017）によれば、1985 年から 2005 年までは体力・運動能力の低下期

であり、2005 年から 2015 年までは安定期となり、種目によっては回復傾向にあったことが

記されている。しかし、直近のスポーツ庁の調査によれば、再び低下傾向を示しており、朝

食摂取やスクリーンタイムなどの生活習慣の悪化とシンクロして低下してきていることが

示されている。このような低下傾向が将来的な社会の体力低下につながることを防ぐため

にも一刻も早く子どもの体力低下傾向を食い止める必要がある。 

さて、体力低下の要因は前述の通り、運動不足や不適切な運動習慣が考えられるが、そこ

には様々な問題が絡み合っていると考えられている。なかでも大きく 2 つの問題をここで

は挙げたい。1 つ目は、スポーツや外遊びに不可欠な要素である時間・空間・仲間の三つの

「間」の減少である。時間の減少では、テレビやゲーム、スマートフォンなどのスクリーン

タイムの増加や習い事などの学外学習の増加により外遊びなどの体を動かす時間が確保し

づらくなっている。空間の減少では、都市化や自動車の普及などにより公園などの子どもが

安全に気軽に遊べる場所が減少したことがある。遊びたいという気持ちがあっても空間が

失われることで運動やスポーツ、外遊びなどが身近なものでなくなってしまうという問題

がある。仲間の減少では、少子化が進むことによる兄弟姉妹の減少に加え、小学校でも単学

級が半数を超えるなど、同世代の友人の絶対数が減少し、気軽に遊べる友人が少なくなって

しまっていることが挙げられる。このような三つの「間」の減少は子どもの体力低下に大き

く関わっている。 

2 つ目は、情報機器の進歩による社会の生活スタイルの変化である。情報化の進行は、社

会生活を便利にした一方で、人の身体活動を減少させ、ゲームやスマートフォンなどの情報

機器の使用にのめり込み人間関係の希薄化や子どもの遊び方を変えるなど人の生活スタイ

ルを大きく変化させた。このような変化は、日々の生活習慣や運動習慣、そして、体力低下

問題には良くない影響も及ぼしている。例えば、子どもの夜型生活の増加はその典型例とい

える。情報機器の操作に費やす時間の増加は、まさに三つの「間」における時間の減少、不

足につながり、結果的に、日々の生活が夜型化し、子どもにおいては睡眠時間の減少などが

顕在化している。睡眠時間の減少は、特に午前中の活力低下と関連があることが示されてお

り、活力の低下を背景として一日全体で見た際の身体活動量が少なくなることもわかって

いる。身体活動量の低下は体力低下とも関連するため、子どもの体力低下問題を考える際に
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は情報機器の使用に関しては注意が必要であり、世界ではその使用時間に関するガイドラ

インなども示されている。 

このように、児童の睡眠時間が減少する原因にはスクリーンメディアの増加が関係してお

り、それにより運動不足や体力の低下に関連しているのか、特に走能力や投能力が顕著に低

下しているがスクリーンタイムの増加に関係しているのかを調査・分析する。 
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第 2 章 方法 

2-1 対象者 

多治見市内の公立小学校 3 校に通う 2，4，6 年生の児童男女 724 人を対象とした。多治見

市教育委員会経由で市内の公立小学校 3 校の 2，4，6 年生にアンケート用紙を配布した。対

象者のうち、アンケート結果と体力データの両方の使用に同意した 648 人を分析に使用し

た。 

 

 

 

2-2 調査内容・方法 

・アンケート調査 

A4 用紙 4 枚分に 4 つの大問で構成した計 31 項目の調査用紙を作成した。調査項目は、

日常の運動活動については、運動時間や運動習慣、運動できる環境の有無などの 11 項目、

スクリーンタイムについては、子どもの 1 日のスクリーンメディアの使用時間および子ど

もへの影響を調査するために保護者のスクリーンメディアの使用時間についての 7 項目、

生活習慣については、朝食の有無や睡眠時間と学習時間についての 8 項目、コロナ禍での生

活の変化については、外遊びの時間の変化や、スクリーンタイムの変化などの 5 項目で構成

した。また、アンケートの回答は、必要に応じて保護者と児童に相談して回答いただき、記

表2-1 対象者の学校・学年別内訳
学校名 学年 男 ⼥ 合計

1 23 28 51
3 20 33 53
5 21 19 40

⼩計 64 80 144
1 68 52 120
3 66 78 144
5 67 47 114

⼩計 201 177 378
1 36 31 67
3 35 33 68
5 29 38 67

⼩計 100 102 202
1 127 111 238
3 121 144 265
5 117 104 221

合計 365 359 724

昭和⼩

精華⼩

養正⼩

3校合計
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入は保護者にお願いした。本論文の末尾に実際のアンケート調査用紙を付表として添付す

る。 

調査は事前に多治見市小学校校長会および教育委員会において実施の承諾を得た。調査

用紙には、調査の主旨や同意に関する説明文を冒頭に示し、本調査研究への同意を求めた上

で実施した。調査用紙の配布は A3 二つ折りにて A4 用紙サイズとしたものを開封された状

態の封筒に入れて配布し、回収時には封を閉じた状態で封筒ごと提出していただいた。調査

の配布回収は各学校の学級担任経由でお願いし、最終的に教育委員会にて回収後受け取っ

た。 

 

・体力テスト 

今年度は、コロナ禍で体力テストが実施されなかったため昨年度のデータを提供してい

ただいた。測定項目は握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャトルラン、50m

走、立ち幅跳び、ボール投げの 8 項目であった。また、昨年度の測定の実施にあたっては、

可能な限り測定の補助に参加している。 

本研究における体力テストデータの使用に関しては、前項のアンケート調査内において

提供の同意を確認し、同意が得られたもののデータのみを使用することとした。 

 

 

2-3 分析手続き 

体力テストの結果とアンケート調査の結果をもとに、以下の要素に関する調査項目の関

係性および平均値の変化を相関係数および独立サンプルの t 検定、分散分析により検討し

た。すべての分析において有意水準は 5％とし、IBM 社製の SPSS STATISTIC22.00 を用いて

分析を行った。 

・スクリーンタイムと運動能力の関係性 

・スクリーンタイムと就寝時刻の関係性 

・スクリーンタイムと学習時間の関係性 
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第 3 章 結果 

3-1 スクリーンタイムの実態 

2 年生のスクリーンメディアの所有率および実施時間を表 3-1-1 に示した。男子の所有率

は、テレビ・ビデオ 100％、ビデオゲーム 70.5％、スマートフォン 53.7％、iPad・タブレッ

ト 56％、パソコン 33.7％。女子の所有率は、テレビ・ビデオ 98.2％、ビデオゲーム 61.1％、

スマートフォン 47.8％、iPad・タブレット 50.4％、パソコン 37.2％であった。男子の平日の

実施時間は、テレビ・ビデオ 81.68 分、ビデオゲーム 36.69 分、スマートフォン 52.23 分、

iPad・タブレット 36.16 分、パソコン 11.85 分であった。男子の休日の実施時間は、テレビ・

ビデオ 153.67 分、ビデオゲーム 78.1 分、スマートフォン 110.76 分、iPad・タブレット 88.30

分、パソコン 22.86 分であった。女子の平日の実施時間は、テレビ・ビデオ 89.17 分、ビデ

オゲーム 41.88 分、スマートフォン 41.5 分、iPad・タブレット 51.56 分、パソコン 15.75 分

であった。女子の休日の実施時間は、テレビ・ビデオ 166.26 分、ビデオゲーム 95.12 分、ス

マートフォン 110.76 分、iPad・タブレット 89.45 分、パソコン 31.28 分であった。 

 

 

4 年生のスクリーンメディアの所有率および実施時間を表 3-1-2 に示した。男子の所有率

は、テレビ・ビデオ 98％、ビデオゲーム 85.4％、スマートフォン 56.1％、iPad・タブレット

59％、パソコン 41.5％であった。女子の所有率は、テレビ・ビデオ 97.2％、ビデオゲーム

74.5％、スマートフォン 54.7％、iPad・タブレット 52.8％、パソコン 35.8％であった。男子

の平日の実施時間は、テレビ・ビデオ 94.28 分、ビデオゲーム 53.02 分、スマートフォン 40.31

分、iPad・タブレット 45.31 分、パソコン 8.97 分であった。男子の休日の実施時間は、テレ

ビ・ビデオ 174.66 分、ビデオゲーム 108.11 分、スマートフォン 72.14 分、iPad・タブレット

88 分、パソコン 27.07 分であった。女子の平日の実施時間は、テレビ・ビデオ 81.5 分、ビ

デオゲーム 37.68 分、スマートフォン 41.27 分、iPad・タブレット 39.73 分、パソコン 13 分

であった。女子の休日の実施時間は、テレビ・ビデオ 138.97 分、ビデオゲーム 81.21 分、ス

マートフォン 79.83 分、iPad・タブレット 72.18 分、パソコン 28.05 分であった。 

表3-1-1. スクリーンタイムの実態（2年生）

所有率
実施時間

（上段平日、下段休日）
所有率

実施時間
（上段平日、下段休日）

所有率
実施時間

（上段平日、下段休日）
81.68±59.53 36.69±102.54 52.23±48.96
153.67±87.5 78.1±63.38 110.76±147.36
89.17±63.41 41.88±45.22 41.5±46.89
166.26±10.64 95.12±82.2 73.61±82.76

所有率
実施時間

（上段平日、下段休日）
所有率

実施時間
（上段平日、下段休日）

36.16±45.69 11.85±22.19
88.3±89.52 22.86±147.36
51.56±46.41 15.75±41.87
89.45±82.23 31.28±69.39

テレビ・ビデオ ビデオゲーム スマートフォン

パソコンiPad・タブレット

53.7%70.5%

61.1% 47.8%

33.7%

37.2%

男子

女子

100%

98.2%

男子

女子 50.4%

56%
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6 年生のスクリーンメディアの所有率および実施時間を表 3-1-3 に示した。男子の所有率

は、テレビ・ビデオ 99％、ビデオゲーム 85.4％、スマートフォン 54.3％、iPad・タブレット

63％、パソコン 51.1％であった。女子の所有率は、テレビ・ビデオ 99.1％、ビデオゲーム

63.9％、スマートフォン 62％、iPad・タブレット 57.4％、パソコン 39.8％であった。男子の

平日の実施時間は、テレビ・ビデオ 80.56 分、ビデオゲーム 46.37 分、スマートフォン 50.11

分、iPad・タブレット 43.37 分、パソコン 13 分であった。男子の休日の実施時間は、テレ

ビ・ビデオ 161.29 分、ビデオゲーム 82.22 分、スマートフォン 85.53 分、iPad・タブレット

87.1 分、パソコン 36.38 分であった。女子の平日実施時間は、テレビ・ビデオ 76.36 分、ビ

デオゲーム 42.53 分、スマートフォン 47.27 分、iPad・タブレット 49.07 分、パソコン 7.38

分であった。女子の休日の実施時間は、テレビ・ビデオ 144.35 分、ビデオゲーム 95.2 分、

スマートフォン 103.09 分、iPad・タブレット 97.98 分、パソコン 31.58 分であった。 

 

 

  

表3-1-3. スクリーンタイムの実態（6年生）

所有率
実施時間

（上段平日、下段休日）
所有率

実施時間
（上段平日、下段休日）

所有率
実施時間

（上段平日、下段休日）
80.56±56.92 46.37±55 50.11±58.55
161.29±99.5 82.22±71.04 85.53±91.03
76.36±54.21 42.53±43.51 47.27±47.58

144.25±104.94 95.2±93.37 103.09±114.42

所有率
実施時間

（上段平日、下段休日）
所有率

実施時間
（上段平日、下段休日）

43.37±412.19 13±35.62
87.1±83.99 36.38±81.99
49.07±67.57 7.38±15.52
97.98±122.07 31.58±81.32

テレビ・ビデオ ビデオゲーム スマートフォン

54.3%

iPad・タブレット パソコン

男子 63% 51.1%

女子 57.4% 39.8%

女子 99.1% 63.9% 62.0%

男子 99% 83.7%
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3-2 スクリーンタイムと運動能力の関係 

8 項目の体力テスト結果のうち、スクリーンタイムの違いによる変化の傾向が、学年間で

顕著に異なっていた上体起こし、長座体前屈、立ち幅跳びの 3 項目の比較検討結果を以降に

示す。変化傾向の違いには、分散分析における交互作用の有意性を用いて検討した。まず、

対象者のスクリーンタイムによる上体起こしの記録の変化を学年間で比較した結果を図 3-

2-1 に示した。2 年生では、スクリーンタイムが平均未満の児童の標準得点は-0.011 で平均

以上の児童は 0.026 であり、0.037 の差が確認された。4 年生では、スクリーンタイムが平均

未満の児童は-0.103 で平均以上の児童は-0.254 であり、0.151 の差が確認された。6 年生で

は、スクリーンタイムが平均未満の児童は 0.173 で平均以上の児童は-0.086 であり 0.259 の

差が確認された。スクリーンタイムの違いと学年の交互作用の有意確率は 0.465 であり統計

的な有意差は確認されなかった。しかし、4 年生以降では、スクリーンタイムの増加が上体

起こしの記録悪化に影響していることが視覚的に確認された。 

 

 
図 3-2-1 スクリーンタイムと上体起こしの比較 
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対象者のスクリーンタイムによる長座体前屈の記録の変化を学年間で比較した結果を図

3-2-2 に示した。2 年生では、スクリーンタイムが平均未満の児童の標準得点は-0.075 で平均

以上の児童は 0.138 であり、0.213 の差が確認された。4 年生では、スクリーンタイムが平均

未満の児童は-0.033 で平均以上の児童は-0.145 であり 0.112 の差が確認された。6 年生では、

スクリーンタイムが平均未満の児童は 0.097 で平均以上の児童は 0.000 であり、0.097 の差

が確認された。 

スクリーンタイムの違いと学年の交互作用の有意確率は 0.202 であり統計的な有意差は

確認されなかった。しかし、4 年生以降では、スクリーンタイムの増加が上体起こしの記録

悪化に影響していることが視覚的に確認された。 

 

 
図 3-2-2 スクリーンタイムと長座体前屈の比較 
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対象者のスクリーンタイムによる立ち幅跳びの記録の変化を学年間で比較した結果を図

3-2-3 に示した。2 年生では、スクリーンタイムが平均未満の児童の標準得点は-0.163 で平均

以上の児童は.-0.025 であり、0.138 の差が確認された。4 年生では、スクリーンタイムが平

均未満の児童は-0.136 で平均以上の児童は-0.053 であり、0.083 の差が確認された。6 年生で

は、スクリーンタイムが平均未満の児童は-0.274 で平均以上の児童は-0.316 であり、0.042 の

差が確認された。 

スクリーンタイムの違いと学年の交互作用の有意確率は 0.647 であり統計的な有意差は

確認されなかった。しかし、6 年生においては、スクリーンタイムの増加が立ち幅跳びの記

録悪化に強く影響していることが視覚的に確認された。 

 

 
図 3-2-3 スクリーンタイムと立ち幅跳びの比較 
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3-3 スクリーンタイムと生活習慣の関係 

スクリーンタイムと就寝時刻の関係を図 3-3-1 に示した。スクリーンタイムが平均未満の

2 年生の就寝時刻は 20 時 59 分、平均以上の 2 年生は 21 時 2 分、同様に 4 年生では平均未

満が 21 時 19 分、平均以上が 21 時 12 分、6 年生では平均未満が 21 時 13 分、平均以上が 21

時 37 分であった。2 群間の就寝時刻の平均値間にはいずれも統計的な有意差は確認されな

かったが、その差が最も顕著であったのは 6 年生であった。 

 

 

図 3-3-1 スクリーンタイムと就寝時刻の関係 

 

スクリーンタイムと学習時間の関係を図 3-3-1 に示した。スクリーンタイムが平均未満の

2 年生は学習時間が 58.4 分、平均以上の 2 年生は 60.9 分、同様に 4 年生では平均未満が 55.9

分、平均以上が 58.4 分、6 年生では平均未満が 52.5 分、平均以上が 56.3 分であった。いず

れも平均以上の群において学習時間が長くなっていたが、統計的な有意差は確認されなか

った。 

 

 

図 3-3-2 スクリーンタイムと学習時間の関係  
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第 4 章 考察 

4-1 スクリーンタイムの性・学年別の実態 

本研究では、テレビ・ビデオ、ビデオゲーム、スマートフォン、iPad・タブレットなどの

スクリーンを有するメディアとの接触時間であるスクリーンタイムに焦点をあてて調査研

究を実施した。スクリーンタイムの現状を男女別・学年別でみると、男子では 2 年生のスマ

ートフォンの使用時間が他の学年より顕著に長くなっていた。パソコンの時間も長かった

が休日を考慮すると必ずしも 2 年生が長いとは言えない結果であった。スマートフォンの

傾向は平日、休日とも同様であった。全体のスクリーンタイムの合計時間は、平日では 4 年

生が最も長かったが、休日では、ほとんど差は見られなかった。また、4 年生から 6 年生に

かけての変化で見ると、スマートフォンとパソコンの実施時間の増加が確認され、逆に、テ

レビ・ビデオやビデオゲームの時間は減少していた。学年が進むにつれて使用メディアがス

マートフォン中心になっていることが推察された。一方、2 年生ではスマートフォン使用時

間が長かったが、所有率は最も低かったことを考慮すると、大半は親に渡されて使用してい

ることが予想される。スマートフォンを使わせておけば子どもが静かになるという親の心

理も指摘されており、これらが影響しているのかもしれない。いずれにしても、使用形態の

調査も今後は必要になってくるであろう。一方、4 年生、6 年生では、学習やクラブ活動の

時間が多くなると推察されるが、スクリーンタイムは、むしろ増加傾向であった。就寝時刻

が遅くなることによる覚醒時間の延長の多くがスクリーンタイムに費やされないようにし

なければいけない。 

同様に、女子では、2 年生の平日のスクリーンタイムの合計が他学年に比べて長くなって

いた。逆に 4 年生が平日、休日ともに最も短かった。2 年生では、いずれのメディアも長い

傾向が見られたが、ビデオゲームとスマートフォンでは、6 年生の方が長くなっていた。低

学年である、2 年生のスクリーンタイムが長いことは、現段階では意欲的で活発であるとも

解釈できるが、今後の影響が気になるところである。また、4 年生から 6 年生の変化ではほ

ぼ全ての項目において実施時間の増加が確認された。性別では、2 年生ではスマートフォン

以外の項目が女子の方が長く、4 年生ではスマートフォンとパソコンは女子の方が長かった。

6 年生ではテレビ・ビデオとパソコンは男子の方が長く、iPad・タブレットでは女子の方が

長かった。ビデオゲームとスマートフォンにおいては平日では男子の方が長く休日では女

子の方が長いことが確認された。また、どの学年でもテレビ・ビデオの時間が最も長かった。

さらに、平日と休日で比較するとスクリーンタイムの合計は、休日で概ね倍近い値になるが、

テレビの時間が占める割合は減少傾向を示し、逆にビデオゲームの時間が占める割合が増

加傾向となっていた。 
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4-2 スクリーンタイムと運動能力の関係 

スクリーンタイムの平均未満と平均以上の群に分け、体力テストの結果と比較した結果、

全体のデータでは統計的な有意差が確認された項目はなかった。しかし、学年別で比較検討

したところ、上体起こし、長座体前屈、立ち幅跳びでは、2 群間での体力評価値の変化傾向

に有意傾向な差が見られた。まず、上体起こしは、2 年生では、スクリーンタイムが平均以

上の群で若干、改善していた。これは、低学年では活発な児童は運動やゲームなどあらゆる

ことに意欲的な状況が反映された結果と推察される。しかし、4 年生になると少しずつ体力

の測定値に影響が出始めたと推察され、スクリーンタイムが平均以上の群で上体起こしの

記録が悪化していた。6 年生ではその差がさらに顕著に現れていた。長座体前屈は、2 年生

では上体起こしと同じく活発な児童が運動やゲームなどあらゆることに意欲的であること

が影響したと推測され、現時点では体力測定値には影響が見られていなかった。一方で、4

年生、6 年生と学年が進むと、スクリーンタイムの増加は測定値を悪化させている実態が確

認された。立ち幅跳びも同様の推察ができるが、記録の低下が見られたのは 6 年生のみであ

り、体力測定値に影響が見られ始める時期が少し遅いことが示唆された。これは、体力要素

の違いによる影響出現時期の違いがあると推察された。 

先行研究では、小学生～中学生にかけてスクリーンタイムが運動能力低下や睡眠時間に

大きな影響を与えているケースが多く指摘されている。本研究では、2，4，6 年生の間では

有意差が出るものと出ないものがあったが、高学年になるほど体力への悪影響が見られる

体力要素は増加していた。スクリーンタイムの多い児童においては、今後自らの意志で長時

間のテレビ視聴やゲーム実施を継続する恐れが考えられる。結果的に夜型生活への進行へ

とつながり、さらに不活動な生活習慣へと変化していくことが危惧されている。つまり、現

時点において体力や生活に大きな影響がでていなくても、今後、長期にわたってスクリーン

タイムが長い生活習慣が続くと、少なくとも小学校高学年頃には何らかの影響が出現する

ことが示唆されたといえる。以上のことから、スクリーンメディアにかける時間を早い時期

から減少させ適切な生活時間構造に変えていくことが長期的な意味での体力向上につなが

るのではないかと考える。 
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4-3 スクリーンタイムと生活習慣の関係 

近年では科学技術の進歩やゲームの普及などにより児童の睡眠時間、学習時間が大きく

減少している。小学生でも親が子供にスマートフォンや携帯型ゲームを持たせているケー

スも増加しており、その結果、今まで睡眠時間や学習に使っていた時間をスマートフォンや

ゲームに当ててしまっていると言われている。本研究においても、2 年生と 6 年生ではスク

リーンタイムが平均以上の人ほど就寝時刻は遅いことが確認された。4 年生では、平均未満

の人ほど就寝時刻が若干短かったが、本研究の対象者では 4 年生の女子で最もスクリーン

タイムが短かったため、就寝時刻への影響が強く出なかったのかもしれない。スクリーンタ

イムと学習時間の関係においては、全ての学年でスクリーンタイムが平均以上の人ほど学

習時間が長くなっているという実態が確認され、就寝時刻も遅くなっていることから夜型

生活につながっていると推測された。より詳細には、今後、これら 3 つの生活時間構造を同

時に検討する必要がある。しかしながら、本研究で示した結果のみでも、十分にスクリーン

タイムが多いことによって就寝時刻が遅くなり、特に、高学年では体力低下への影響が出始

めていることが示された。適切なスクリーンタイムを維持し、活動的で適切な生活習慣を獲

得していくことが重要であると考えられる。 
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を専門としない教員でも適切な跳び箱の指導ができるような教材が完成した。今後この指導

教材によって教育効果が高まることを期待される。 
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第 1 章 序論 

近年、インターネットやデジタル機器の普及に伴い、世の中は急激に情報化社会へと進展

している。児童生徒たちもこのような社会の急激な変化に合わせて成長している。同時に、

学校教育においても情報化技術の活用が強く促進されており、社会の変化に対応した教育

活動をすることが求められるようになってきている。 

教育課程を編成する際の基準を定めている「学習指導要領」でも各教科の ICT の活用の

例示が 3 つされている。1 つ目に、よりよい授業を展開するために教師が ICT を活用して授

業の展開を構想したり、授業の準備を進めたり、教師が学習評価を充実さるために ICT を

活用する「学習指導の準備と評価のための教師による ICT 活用」、2 つ目に、教師が授業の

ねらいを示したり、学習課題への興味関心を高めたり、学習内容を児童生徒が理解できるよ

うに説明したりする、指導法の 1 つとして ICT を活用する「授業での教師による ICT 活用」、

3 つ目に、児童生徒が、情報を収集選択し、文章や図表にまとめて表現したりする際や繰り

返し学習によって知識の定着や技能の習熟を図る際に、ICT を活用することによって、教科

内容のより深い理解を促す「児童生徒による ICT 活用」の 3 つに分けられている。以上の

ように ICT の活用は教師や児童生徒が授業や個別指導などで適切に有効活用することが大

切であり、ICT の特性を適切に理解した上で、目標や指導内容に合わせた工夫を、学校およ

び、各教師が探究していくことが求められている。また、ICT の活用は、指導方法のみなら

ず、指導体制の強化にも役立つと期待されており、これによって教育効果が高まることが期

待されている。 

このように、教師が教科指導・学習指導を行っていくなかで ICT を活用することは、これ

からの教育改革において重要な位置づけがなされている。特に、ICT が得意とする豊富な画

像や動画の提供および作成は、児童生徒たちの興味や学習意欲の向上に極めて有効であり、

今後は、ICT を用いた有効な教材開発を進めていくことが重要視されていくべきであると考

えている。しかしながら、現段階ではこのような教材開発は十分とは言えず、また、個々の

教師レベルで簡便に実現可能かどうかも定かではない上、その方法論が充分に提示されて

いるとは言い難い。加えて、授業や個別指導などでの ICT の活用が児童・生徒に対してどの

ように影響し、どんな良い効果をもたらしてくれるものなのかも十分には検証されている

とは言えない。今後、ICT を活用した指導を促進していくためには、簡便な教材開発の実現

や活用の効果を客観的に明示していくことが必要であると思われる 

ここで、体育教科に焦点をあてて考えてみると、小学校、中学校、高等学校と学年が上が

っていくごとに「体育」への苦手意識や嫌いという意識が顕在化し、運動離れや運動の二極

化が起こっている現状がある。その背景には、小学校中学年頃までは「体育」は、遊びの延

長として位置付けられるような指導が多いが、高学年、中学生、高校生にとなると、徐々に

専門技術を必要とする活動やその達成度を評価するような形式が増加してくる。また、仲間

との連携が必要な運動課題も増えてくる。このため、より専門的な知識や指導の目が必要と

なるが、指導側の技能や知識が追いついていない現状も垣間見ることができる。結果的に、
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適切な技能向上を果たすことができなかった児童生徒においては、運動への苦手意識が強

くなってしまい、また、仲間との連携の際にも積極的になれないという悪循環を生んでしま

う。それぞれの種目や領域で苦手意識のある児童生徒と運動を得意とする児童生徒の間に

優劣の差が大きく生じてしまうことも問題である。その他にも、授業がどんどんと進んでい

ってしまうために、十分に理解できないまま、次の段階に進んでしまい自身だけ取り残され

てしまうことも苦手意識を助長してしまう要因となっていると考える。このような苦手意

識のある児童生徒たちの中には自身が現在どの段階のことが出来て、どうしてこの段階で

つまずいてしまうのか、どうしたら達成できるようになるのかといった改善点を発見する

ことができていないケースも多くある。教師が適切に指導できれば最善ではあるが、一人の

教師が指導できる人数や気づいてあげられる範囲には限界があるし、個々の教師で指導技

能に大きな差があることも事実である。結果として、言葉による説明や指摘が指導の中心に

なるが、そのような動きの説明を聞くだけでは適切に運動課題を理解し、改善につなげるこ

とが出来ない児童生徒も多く存在する。そのような児童生徒たちには、今自身がどの段階に

いるのか、上達するにはどこを改善して、どこに注目して練習を行っていけばいいのかを適

切に理解すること、また、自分の動きを客観的に見ることなどが重要になってくると思われ

る。 

ここで、ICT の特性を考えてみると、ICT は画像や動画を瞬時に再生したり、児童生徒自

身が自らの動きを確認するには最適な機能を備えている。また、理想とする動きなどを提示

することも容易である。さらに、事前に運動達成段階や習得のポイントを明示した画像を用

意しておくことも決して難しくはない。このような ICT の特性を理解し、適切に授業など

で活用することができれば、児童生徒が自分がどのように体を動かしているのかを容易に

理解し、改善課題を視覚的に理解することができるようになることが期待できる。このよう

な ICT 技術の活用は、運動技術の向上に役立ち、児童生徒の達成状況の改善や運動の楽し

さや達成感を得ることにつながることが期待される。指導法の観点では、ICT を活用するこ

とによって「見て・聞く・やる」授業展開から「動きを色々な視点から見て、どこが出来て

いないのか、見本と違うのはどこなのかを自身の動きと見比べて観察する」に変化していき、

児童生徒の興味関心や主体的学習につなげられることができるのではないかと考える。 

このような背景を踏まえて、本研究では児童生徒が自身の失敗や課題にどのような原因

があるのか、その原因を改善するにはどのようなことに注意して行っていくことが必要に

なってくるのか、原因の究明と課題解決への助力を目的とした指導教材の作成を行ってい

く。この指導教材によって指導要領にもあるような、一人一人が自己の課題を工夫して行う

ことへもつながってくるのではないかと考えている。ICT の活用は児童生徒にとっては新し

い教材であり興味がわくコンテンツであろう。積極的に活用し自身の課題に取り組む機会

につながると考えている。また、本研究は教員の指導技能の補助にもなりうる。動きながら

の一方的な指導ではなく、大切なポイントで動画を停止して解説を加えるなどをすれば、動

きのイメージや注意するべき点などがより明確になると考えている。本研究を通して、児童
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生徒が自身の課題の発見と解決への道筋になればよいと考えている。置いていかれる授業

展開ではなく、自身の課題や授業での目的を段階的に達成できるような主体的学習を促進

する指導教材の提案を目指す。 
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第 2 章 方法 

2-1 研究対象 

本研究では体育課における教育課程で小学 3 年生から 5 年生において共通に出現する跳

び箱運動を対象に指導教材の提案を行っていく。低学年では跳び箱を使った運動遊びであ

ったが、3 年生以降は、技術課題も明確になり、自身の技や技術を高めていくことが必要と

なってくることを考慮して、技術向上のための指導教材の開発を心掛けた。 

 

2-2 指導教材の開発 

授業での教員による実技インストラクションでは子どもたちは「どこに注目すればいい

のか？」「体の動きはどのようにすればいいのか？」「手の位置は？」など、詳細な視点や、

個々の児童にあった視点ですべてを確認することは難しい。また、特に体育実技においては、

インストラクション技術にも個々の教員で大きな差があることは否めない。そのため、子ど

もたちは自身の改善点を明確に認知し、取り組むことが困難である。つまり、個々人に応じ

て、どこを直せばよいのか、どこに注目すればよいのかを示してあげることが必要だと考え

る。そこで今回の研究では、跳び箱運動において、児童がつまずきやすい点に焦点をあてて、

段階的な学習と技能の確認、向上を目的とした教材の提案を行っていく。 

今回は跳び箱運動での段階的な学習を目的とした指導動画の作成を行う。動画の着眼点

の決定には、実際に小学校で跳び箱運動の授業補助を行い、子どもたちの失敗例やつまずき

のポイントを体験的に観察した結果を参考に決定した。また、動画内での字幕による指導は

動きながらでは見ることができない細かな部分に視点を置き、「動画と同じ間違えをしてい

るな。じゃあ、その部分を改善していこう」となるように動画を作成した。動画内でのポイ

ントとなる部分は動画編集ソフトを用いて、スロー機能や失敗例と成功例を並列表記する

など、自身の動きと見本の動きを多方向から見比べることができるように配慮した。どこが

出来ていないのか、細かい動作などを自身で確認でき、原因の理解と課題解決の手助けにな

るように解説も字幕で加えた。スモールステップを意識した動画教材を作成することで、子

どもたちが、自身の課題に合った動画を視聴し課題解決に役立てられることを重視した。 

 

(1) 助走時の歩幅 

ロイター板前での踏み切りを意識するあまり歩幅が変化してしまう子どもたちが多く見

られた。踏み切りのタイミングで歩幅が狭くなり失速することで、助走での勢いにブレーキ

がかかってしまい、助走の勢いを跳躍につなげられていないケースが見られた。動画を通し

て、踏み切りまでのリズムの調整やタイミングを合わせる感覚を掴めるように作成した。 

 

(2) 助走時のスピード 

小学生の跳び箱運動では助走のスピードが全力でロイター板前でのリズムを合わせるこ

とができず、跳び箱に突っ込んでしまうケースも多くみられた。また、助走がゆっくりで勢
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いが足りず、跳び箱の上に座ってしまうことが起きてしまっていた。動画を通して、跳び箱

を跳ぶ際に必要なリズムを合わせられるスピードの感覚を掴むことができるように配慮し

た。 

 

(3) 踏み切り時の方向 

跳ぶときには斜め上の方向に向かって跳ぶことがベストであるが、子どもたちの動きを

見ていると、上の方向に向かって跳んでしまっている様子が見られた。上の方向に跳んでし

まう、つまり跳び出し角度がつきすぎてしまうと手での体重移動を行うことができず、跳び

箱の上にドスンと座ってしまう。そのため、動画を通して正しい跳びだし方向を理解できる

ようにすることを目指した。 

 

(4) 感覚を掴むための補助のやり方 

言葉による指導のみでは頭では理解できているが実際にやってみると動きに変化が見ら

れないことが多く見られる。そこで踏み切り時の方向を修正するような補助の方法を示し

た動画を作成した。上の方向に跳んでしまっているのを補助の 2 人が斜め上の持ち上げえ

うことで、跳びだし方向が適切にあんりょうに補助することで、跳びだしの適切な方向の感

覚を掴む・修正を加えることを主な狙いとした。動画では、児童の達成段階に応じて、補助

の強度など中心に段階的な補助をできるように配慮した。 

 

(5) 手の位置 

跳び箱の上に座ってしまう、お尻が跳び箱に引っかかってしまうケースが多く見られた。

そのほとんどの児童が手の付く位置が手前であったり、真ん中であったり、跳んですぐに手

をついてしまっていた。手をつく位置が手前過ぎると体重移動もスムーズにできず最後ま

で跳びきることができなくなってしまう。結果的に、跳び箱上に乗ってしまったり、跳びき

れずにお尻を強打してしまったりする。動画を通して、正しい手の着く位置を認識させ、跳

び箱を最後まで跳びきれるように配慮した。 

   

2-3 使用器具 

(1) カメラ 

JVC『GC-P100』 

映像エリア 1080P/I 401 万画素∼540 万画素(光学ズーム) 207 万画素∼540 万画素(ダイナミ

ック ON) 

 

(2) 動画編集ソフト 

『Wondershare Filmora』 
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2-4 撮影方法  

撮影は、正面方向および横方向の 2 方向から撮影を行った。撮影は三脚を用いて定点から

の撮影を原則とした。撮影にあたっては、ビデオカメラのスポーツモード（60fps）を用い

た。また、適宜、ビデオカメラのズーム機能を活用することで改善するべきポイントや失敗

の原因である部分を強調できるようにした。 

撮影後の編集では、失敗の原因になっている部分がわかるように、該当部分を動画内から

切り取り、成功例と併記することで、改善点を理解できるように編集を行った。また、同じ

動画を用いて、スロー再生動画を作成し、指導動画に組み込みことで動きや動作のしくみが

わかりやすくなるように編集した。また、映像以外にも、字幕を用いて動きの感覚をイメー

ジできるような編集を心掛け努めた。指導動画は１動画につき、最大で 30 秒程度を目安に

編集を行った。 
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第 3 章 結果 
3-1 助走時のスピードについて 

助走時のスピードが「遅い・適切・速い」の三段階に分け動画を撮影した。助走時のスピ

ードが遅いと助走の勢いがなくなることによってロイター版を踏む力が弱くなりその結果

画像 1 のように跳びきることが出来なく、跳び箱の上に乗ってしまう。反対に助走時のスピ

ードが速すぎるとロイター版を踏むタイミングを合わせることが難しくなり画像 2 のよう

に勢いよく跳び箱にぶつかり跳び箱を跳びきれないだけではなく、ぶつかった衝撃で怪我

をしてしまう可能性もあるため危険である。これらのことからロイター版をタイミングよ

く、かつ、力強く踏み切ることができるために、適切なスピードで助走を行うことを強調し

た動画を作成し、指導教材として提案した。 

 
画像 1 

 
画像 2 
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3-2 助走時の歩幅について 

助走時の歩幅を「狭い・適切・広い」の三段階に分けて動画を撮影した。助走時の歩幅が

狭いということは一歩一歩の歩幅が狭くなっているということであり、助走のスピードも

遅くなる。その結果、助走時の歩幅が狭過ぎると画像 3 のように跳びきることができずお尻

がぶつかってしまう。反対に助走時の歩幅が広過ぎると一歩一歩の歩幅が大きくなり、ロイ

ター版を踏むタイミングを合わせられなくなり画像 4 のように跳び箱の手前で止まってし

まったり、良い位置での踏み切りができなくなる恐れが高まる。これらのことから適切な歩

幅はロイター版を踏むタイミングを合わせやすいようなスピードが出るような一定間隔の

歩幅であることを強調した動画を作成し、指導教材として提案した。 

 
画像 3 

 
画像 4 
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3-3 着手の位置について 

 跳び箱を跳ぶ時の手の位置を「前・真ん中・適切」の三段階に分けて動画を撮影した。手

を跳び箱の前部分に設置して跳ぼうとすると、画像 5、画像 6 のように跳びきることができ

ず跳び箱の上に乗ってしまう。手を跳び箱の真ん中部分に設置して跳ぼうとしても、画像 7
画像 8 のように、若干、飛距離は伸びるものの跳びきるには不十分であり、跳び箱の端にお

尻がぶつかってしまう。手を跳び箱の適切な部分（跳び箱の奥）に設置して跳ぼうとするこ

とで、画像 9 画像 10 のように跳びきることができる。これらのことから適切な手の位置は

跳び箱の奥であり、適切な位置に手を設置しなければ腕の力で身体を前に運ぶことができ

ないことを強調した動画を作成し、指導教材として提案した。 

 
画像 5     画像 6 

 
画像 7     画像 8 

 
画像 9     画像 10 
 
 
 
  



 11

3-4 補助の仕方について 

 跳び箱の補助の動画を「補助がかなり必要・補助が必要・補助が少し必要」の三段階に分

けて動画を撮影した。補助時は跳び箱の前側に構えるようにする。補助がかなり必要な場合

は画像 11 画像 12 のように補助側が跳ぶ側のお尻を持ち上げ、まずは、跳び箱に乗せるよう

に補助をする。これによって、跳ぶ感覚を体感させる。次に、補助が少し必要な場合は画像

13 画像 14 のように補助側が跳ぶ側のお尻を軽く押して跳び箱を超えさせる。ただし、押す

方向が前過ぎたり、力が強すぎると被補助者は恐怖を感じるため、適切な力加減と方向を意

識して補助をすることを心掛けるべきである。最後に、補助がわずかに必要な場合を示した。

このケースでは、ほとんど自分の力で跳ぶことができるため、画像 15 画像 16 のように補

助側が跳ぶ側のお尻に軽く手を添え前に送り出すだけである。着地点への注視と、跳びきる

瞬間の姿勢を修正してあげるようなイメージでの補助が望ましいと思われる。補助の注意

点としては相手がどの段階の補助が必要かを理解し、怪我をさせることないように配慮が

必要である。 

 
画像 11     画像 12 

 
画像 13     画像 14 

 
画像 15     画像 16 
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3-5 ICT を活用した動画教材の作成と提案 

動画教材を作るにあたり実践と編集作業を行った。実践では上と横の二方向から撮影す

ることや、成功例はもちろん、考えられる失敗例の動画も撮影した。二方向から撮影するこ

とで同じ場面でも異なる視点でとらえることができるようになるため、改善点を明確にす

るために有効であったと思われる。また、成功例だけでなく失敗例も撮影したことによる利 

点は、見た子ども達が自分の動画と比較した際に、改善すべき点をわかりやすくする効果

がある。その上で成功例を確認することで成功へのイメージを作り易くなる。この他にも、

安全面に配慮して動画を撮影した。跳び箱での怪我をしないために、跳び箱の前と左右に二

段重ねのマットを敷き安心安全に跳び箱を跳べるように考慮した。必要に応じて、このよう

な準備についても紹介すると子どもの安全意識も高まる。 

動画の編集作業は文字を入れる場所やスロー再生の挿入、成功例と失敗例の二つの動画の

タイミングを合わせることが難しかった。動画には子ども達が見やすいような工夫を施し

た。助走時のスピード・助走時の歩幅・手の設置位置の動画では成功例と失敗例を見比べる

ことができ、補助の仕方の動画では跳ぶ側の到達度により補助の内容を変化させているよ

うにした。動画編集作業は慣れてくれば短時間で作成することができることも分かり、専門

的な知識や技能が無くても取り組める水準であった。 
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第 4 章 考察 

4-1 助走時のスピードについて 

 助走時のスピードを「遅い・適切・速い」の三段階に分けて指導動画を作成した。助走時

のスピードが速い動画では、スロー再生を活用して踏み切りの直前でタイミングを合わせ

ることができていないことを視覚的にとらえられるように作成した。助走スピードが速す

ぎる場合は、踏み込み・踏み切りのタイミングが合っていないことを理解させることを狙い

として動画を作成した。指導動画では、タイミングが合わせられずに踏み切りができない様

子を示すことで、適切な助走スピードの必要性が強調できたものと思う。また、助走時のス

ピードが遅い動画では、遅い場合と適切な場合とで踏み切り時の前方方向への勢いに違い

がでることを示した。違いに意識がいくように字幕の開設も加えた。指導の際は、動画を提

示しながら助走スピードが極端に遅い場合、踏み切り時に勢いが足りず跳び箱の上に乗っ

てしまうことを指摘できることが期待される。助走時のスピードは個人差がありすべての

子ども達に絶対的な速さを提示することは難しいが、動画を参照することで、自分の助走が

早すぎるか、遅すぎるかを考えるきっかけになると考える。加えて、指導動画だけでなく子

ども達自身の実践動画を撮影することで、助走時のスピードの違いを比較し、課題解決に向

けての取り組みに繋げられることが期待できる。また、どちらの場合でも自身の映像と比べ

どのようにしたらいいかと問いかけることで、子ども達が適切なスピードを主体的に考え、

練習を積極的に行うように促すことができると思われる。 

 

4-2 助走時の歩幅について 

 助走時の歩幅も「狭い・適切・広い」の三段階に分けて指導動画を作成した。助走時の歩

幅も 4-1 の助走時のスピードと同様に踏み切りのタイミングと助走の勢いがポイントとな

る。指導動画では歩幅が広い場合と適切な場合、狭い場合と適切な場合とを比較できるよう

にした。言葉だけで歩幅が狭い・広いと指示する場合に比べ、動画で視覚的に確認すること

で、自分が踏み切りに失敗した原因が歩幅が広すぎることにあるのか、もしくは狭すぎるこ

とにあるのかを意識しやすくなったと思われる。また、動画では一連の動作を示すことで、

歩幅の不適切さが、その後の跳躍動作にどのような影響をおよぼすかが明確になり、子ども

達に伝わりやすいのではないかと考える。作成した動画では、歩幅が狭い場合は勢いが足り

ずに跳び越すことができていないことが指摘できるように配慮されている。また、歩幅が広

い場合には踏み切りのタイミングを合わせることができずに跳び箱にぶつかってしまうこ

とがあることも強調した。そのため、本指導動画を用いた指導では、歩幅と踏み切りの位置

に着目して指摘することが有効と言える。適切な歩幅は個々で違うため、指導動画は一例と

してとして提示することになるが、子ども達自身が自らの動画と指導動画を比較検討でき

れば、自分自身がどのケースになっているのかを一目で確認することが期待でき、主体的な

課題解決に向けての取り組みを促進することができるのではないだろうか。 
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4-3 着手の位置について 

 着手の位置も「手前・真ん中・適切」の三段階に分けて指導動画を作成した。踏み切りは

成功しているが上手く跳べない児童の多くは着手が課題となっているケースが多い。そこ

で、本動画では、着手が「手前・真ん中」の位置と適切な着手の位置をそれぞれ比較ができ

るように構成した。動画を視聴することで、子ども達自身がどの位置に着手するべきなのか

を明確にして練習に取り組むことができるのではないか。また、子ども達が自らの映像と指

導動画を比較することで、どのような課題があるのかを自ら考え、気付くことも期待できる。

手前に着手すると、勢いを弱めてしまい、跳ぶことができずに跳び箱の上に乗ってしまうこ

とを指摘することができる。また、着手が真ん中の際は跳び箱を越えきる際にお尻がぶつか

ってしまう可能性が高まることを指摘できる。三段階の動画を比べさせることで「手前・真

ん中」では飛距離が足りず跳び越えられないことに気づくはずである。そして、適切な着手

の位置によって、跳躍時のお尻の位置や高さも適切になることを理解させることができる。

本指導動画の視聴および、自らの動きとの比較を通して、跳躍の高さや飛距離と着手の位置

が密接に関係していることを意識させられることも期待できる。ここでも、子ども達自身の

実践動画を撮影し比較検討することは重要であり、指導動画の活用と組み合わせることで

自らの練習への課題を発見させ、反復練習を行うように促すことが望まれる。これにより、

動きを客観的にとらえられるようになることが期待でき、技術の習熟度が高まるのではな

いだろうか。 

 

4-4 補助の仕方について 

 補助の方法を示す指導動画では、「補助がかなり必要・補助が必要・補助が少し必要」の

三段階に分けて動画を作成した。補助時の補助者の手の位置や添え方に注視し三つの段階

を作成した。本動画を参考にすることで、体育を専門としていない指導者においても動画を

参考に子ども達の学習の段階に応じて補助を行うことができるのではないか。さらに、本指

導動画は指導者だけでなく児童同士でも補助が行えるようなものを提案した。そのため、児

童が行う際は補助がかなり必要な場合は「お尻を持ち上げる」、補助が必要な場合は「お尻

を軽く押し出す」、補助が少し必要な場合は「お尻に手を添える」といったように各段階別

に補助の方法が違うことを明示し、補助時に力加減や方向に注意して行うことを十分に理

解できるように配慮した。また、実際に児童同士で補助を行う際には、事故のないように十

分に安全に留意して実施することを加えて強調すべきと考える。 

 

4-5 各資料映像と子ども達の実施映像 

 本研究では、ICT を活用した跳び箱指導の教材動画を作成し、その有効性を検討した。成

功事例と失敗事例の一連の流れを各動画を通して実践のポイントとともに確認することで

言葉や写真での指導よりも明確なイメージをもって取り組むことができるようになるので

はないかと考えられる。加えて、子ども達自身の動画と指導動画との比較ができれば、個々
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の課題を発見することが今までよりも容易になり課題解決に向けた主体的な取り組みを促

進することが期待される。さらに、実践した映像をすぐに確認できることやいつでも指導動

画との比較、再確認することができるといった ICT ならではの利点も活用することで、従

来の指導方法に比べて、効率的に短時間で技能を向上させられることが期待される。 
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第 5 章 まとめ 

本研究では、3 年生以上の児童の跳び箱運動を対象とし、跳び箱運動の成就を目的とした

段階的な ICT 指導教材の提案をした。作成した動画は「助走時のスピード・助走時の歩幅・

着手の位置・補助の仕方」の 4 種類である。「助走時のスピード・助走時の歩幅・着手の位

置」の 3 種類の動画ではそれぞれ失敗例と成功例が含むことで、動画を見た子どもたちが自

分たちのどこが悪くなぜ跳ぶことができないかを主体的に考えることができるような動画

が作成された。また、作成した動画では、それぞれ以下に示す重要なポイントを強調するこ

とで、児童がつまずきやすい課題を明記することが可能になった。強調したポイントは、助

走時のスピードでは、ロイター版を強く踏み込むことができるタイミングがあること、助走

時の歩幅では、ロイター版を踏むタイミングを合わせやすいようなスピードが出るような

一定間隔の歩幅であること、着手の位置では、適切な手の位置は跳び箱の奥であり、適切な

位置に手を着かなければ腕の力で身体を前に運ぶことができないことであった。また、補助

の仕方の動画では跳ぶ側の到達度によって補助を変えなければいけないことが確認できる

ように指導動画を作成することで、体育を専門としない教師や児童同士での補助が行い易

くなるようにした。 

本研究で作成した動画を用いた指導を行うことは叶わなかったが、ICT を活用した指導教

材を実際に作成することで、その有効性が示されたものと思われる。特に、児童が自らの動

画との比較などを通して、主体的に課題を発見し、課題に取り組むことが期待される。 
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第 1 章 序論 

近年、幼少期の子ども達における運動能力の低下や運動離れが大きな社会的課題となっ

ている。その背景として、社会環境の変化が考えられる。例えば、都市化の影響による公園

などの遊び場の減少、ゲームやスマートフォンなどのスクリーンメディアの普及によるス

クリーンタイムの増加、習い事等の増加による友達との遊び時間の不足や一人遊びの増加

などがあげられる。これらの変化は、子ども達の身体活動時間の減少や多様な運動機会の減

少につながり、結果として子ども達の運動能力の低下が顕在化したと考えられている。また、

日々の運動機会の減少は、子ども達が運動有能感を獲得する機会も奪うため、自己肯定感の

欠如につながり、運動そのものに対する苦手意識を芽生えさせている恐れがある。結果的に、

主体的な運動実施は減少し、さらなる運動機会の減少という悪循環に陥ってしまうことが

予想され、より一層の体力・運動能力の低下につながっている。 

運動発達の側面では、幼少期は神経系が人生で最も発達する時期であり、5 歳～12 歳頃は

プレゴールデンエイジやゴールデンエイジと呼ばれる重要な時期である。そのため前述の

ような運動機会の減少は、将来の運動発達の大きな支障となる恐れがある。そこで、幼少期

に運動の楽しさを伝え、主体的に運動に親しませることを通して、運動有能感を獲得させて

いくことが、ヒトの運動発達において極めて大切となると言える。ここで、幼少期の子ども

達の運動場面を考えると、最も共通にアプローチが可能な運動場面は学校体育の時間であ

ることは疑いようがない。しかしながら、小学校体育は体育専科ではない教師による指導が

ほとんどであり、この時期の体育指導の重要性の理解や指導技術、インストラクション能力

などに大きな差が見られるのが現状である。そのため、適切な運動動作の指導や発達に応じ

た達成目標を提示できずに、子ども達に運動の達成感や有能感を与えることができていな

いことが懸念される。そこで、我々は運動実践時にどの教員が指導を行っても運動の楽しさ

や達成感を伝えられる工夫を考え、子ども達の運動有能感を高めることに着目した。運動有

能感は、「身体的有能さの認知」「統制感」「受容感」の大きく 3 つに分けられる。「身体的有

能さの認知」とは、自己の運動能力・技能に対する肯定的な認知である。「統制感」とは、

自己の努力や練習によって運動がどの程度できるようになるかという見通しであり、「受容

感」とは、運動場面で教師や仲間から自分が受け入れられているという認知である。これら

を的確に子ども達に与えるためには、子ども達が自らの運動能力や技能を認知し、達成状況

やその見通しを確認できるような工夫が有効であると思われる。このような方法として、学

校体育においても水泳や縄跳び単元などで良く用いられている、運動達成状況をチェック

するカード（級などで達成状況を確認）の活用が考えられる。個々人が自分のカードで達成

状況を視覚的に確認できるため、運動有能感を子ども達自身が感じ取り易くなることが期

待される。そこで、我々は、このようなカードを運動挑戦カードと名付け、活用の効果を検

討することとした。ターゲットとする運動動作は、学校体育においても低学年から一貫して、

単元として取り上げられるボール運動とした。投げる動作は特に、近年の体力低下の中でも

最も顕著な低下が見られる要素であるため、課題達成した際の有能感向上がより多く結果
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として現れると推察される。以上のことから、本研究では、ボール運動を利用した運動挑戦

カードの使用が子ども達の運動有能感および、実践中の運動意欲や運動能力に及ぼす影響

を検討することを目的とした。 
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第 2 章 方法 

2₋1 対象者 

 2020 年度に、瀬戸市立八幡小学校の小学二年生の男子 18 名、女子 20 名、計 38 名を対象

として行った。 

 

2₋2 実践内容 

 運動内容は主にボールを転がす、ボールを取る、ボールをつく、ボールを投げる、ボール

を蹴るといった５つの動作に分けられる。また、実践する運動は、運動意欲向上を重視し、

意欲に伴い繰り返し運動実践が可能なメニューを実施した。各回、転がす、取る、つく、投

げる、蹴る、とテーマを決めて実践を展開した。 

 実践にあたっては、最初に説明と手本を交えながら、児童の実践内容理解を徹底した。ま

た、簡潔で分かり易い説明を心がけ、注意事項もしっかりと伝えることで、確実な実践内容

の遂行を目指した。加えて、実践中の声掛けも欠かさず行うことで児童の運動意欲喚起に努

めた。以下にカードの概要を示す。 

 カードの概要として目に見える形で達成感を得られるようスタンプや合格判子を用い、

運動のレベルを転がす、取る、つく、投げる、蹴るの、運動ごとに５段階の設定をすること

で段階的な達成の喜びと同時に身体的能力さを認知させ、達成の枠を子ども達自身の枠と

教員の枠を二つ設けることで、周りの友達や教員からみとめられ受容感を獲得できるよう

作成した。 

 

2₋3 調査方法 

 全 5 回の運動実践終了時に、運動への有能感，意欲に関するアンケート調査を実施し，運

動達成カード導入による効果および課題達成状況との関係性を検討する。 

 

2₋4 分析方法 

 本研究では、運動実践カードの達成状況、アンケートの結果をもとに、以下の要素に関

する調査項目の関係性およびすべての分析において優位水準は５％とし、IBM 社製の

SPSS STATISTIC22.00 を用いて分析を行った。 

検討内容 

・運動カードの達成状況を良好群、不良群に分類してアンケート結果と照らし合わせカー

ドの有用性を検討。 
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第 3 章 結果 

3-1 運動挑戦カードの達成状況 

図 3-1-1 には、男子のボール運動全 5 動作の達成状況を示した。20 分間の限られた時間で

行ったものであり、動作によって挑戦できたレベルも異なっていた。そのため、達成状況に

も差異が見られるが、詳細は以降に記述する。まず、【転がす】では、レベル 1 は全員達成、

レベル 2 は 38.9%が達成、レベル 3 では全体の 5.6%が達成、レベル 4 以降は練習段階で終

了。【捕る】では、レベル 1 は全員達成、レベル 2 は 87.5%が達成、レベル 3 は 56.3%が達

成、レベル 4 は約 18.8%が達成、レベル 5 は練習段階で終了。【つく】では、レベル 1 は全

員達成、レベル 2 は 94.1%が達成、レベル 3 は 88.2%が達成、レベル 4 は 82.4%が達成、レ

ベル 5 は 58.8%が達成し全項目を行えた。【投げる】では、レベル 1 は 72.2%が達成、レベ

ル 2 は 33.3%が達成、レベル 3 は 38.9%が達成、レベル 4 以降は練習段階で終了。【蹴る】

では、レベル 1 は 88.9%が達成、レベル 2 では 94.4%が達成、ここでは、本来のレベル 3 を

レベル 2 として扱った。レベル 3 以降は練習段階で終了であった。 

 
図 3-1-1 男子の運動挑戦カード達成状況 

 

同様に、図 3-1-2 には、女子のボール運動全 5 動作の達成状況を示した。男子同様に 20 分

間の限られた時間で行ったものである。【転がす】では、レベル 1 は 94.4%が達成、レベル

2 は 38.9%が達成、レベル 3 以降は練習段階で終了。【捕る】では、レベル１は 84.2%が達

成、レベル 2 は 52.6%が達成、レベル 3 は 21.1%が達成、レベル 4 は 10.5%が達成、レベル

5 以降は練習段階で終了。【つく】では、レベル 1 は 84.2%が達成、レベル 2 は 78.9%が達

成、レベル 3 は 63.2%が達成、レベル 4 は 42.1%が達成、レベル 5 は 21.1%が達成し全項目

を行えた。【投げる】では、レベル 1 は 65%が達成、レベル 2 は 10%が達成、レベル 3 は

20%が達成、レベル 4 以降は練習段階で終了。【蹴る】では、レベル 1 は 95%が達成、レベ

ル 2 は 95%が達成、レベル 3 以降は練習段階で終了であった。 
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図 3-1-2 女子の運動挑戦カード達成状況 
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3-2 アンケートの回答状況 

Q1 では、選択肢 1 が 94.6%、選択肢 2 が 2.7%、選択肢 4 が 2.7%であり選択肢 1 の「とて

も楽しく取り組めた」が大半であった。Q2 では、選択肢 1 が 75.7%、選択肢 2 が 16.2%、

選択肢 3 が 8.1%であり、選択肢１、２の行程的な回答が大半であった。Q3 では、選択肢 1

が 83.8%、選択肢 2 が 16.2%であり、肯定的な回答がすべてを占めた。Q4 でも、選択肢 1 が

70.3%、選択肢 2 が 29.7%であり、肯定的な回答がすべてを占め。Q6 では、選択肢 1 は 86.5%、

選択肢 2 は 10.8%、選択肢 3 は 2.7%であり、大半が肯定的な回答であった。Q7 では、選択

肢 1 は 83.8%、選択肢 2 は 13.5%、選択肢 4 は 2.7%であり、やはり、肯定的な回答が大半で

あった。 

 

  

図 3-2-1 Q1 いつもより楽しく取り組めたか           図 3-2₋2 Q2 もっとたくさん挑戦したいか 

 

  

図 3-2₋3 Q3 カードがあった方が楽しく運動に取り組めるか   図 3-2-4 Q4 カードがあることでいつもより頑張れたと思いますか 

 

  

図 3-2-5 Q6 挑戦が成功したらつぎも頑張ろうと思いましたか   図 3-2-6 Q7 挑戦がうまくできなかった時どう思いましたか 

1: 94.6%

2: 2.7%

4: 2.7%

1: とても楽しく

2: ちょっと楽しく

3: あまり楽しくない

4: 全然楽しくない

1: 75.7%

2: 16.2%

3: 8.1%

1: もっともっと挑戦

2: もう少し挑戦

3: 思わなかった

4: 終わりたかった

1: 83.8%

2: 16.2%

1: とても思う

2: 少し思う

3: あまり思わない

4: 全然思わない

1: 70.3%

2: 29.7%

1: とても頑張れた

2: ちょっと頑張れた

3: あまり頑張れなかった

4: 全然頑張れなかった

1: 86.5%

2: 10.8%

3: 2.7%

1: とても思った

2: 少し思った

3: あまり思わなった

4: 全然思わなかった

1: 83.8%

2: 13.5%

4: 2.7%

1: もっと頑張ろう

2: もう少し頑張ろう

3: 少し挑戦が嫌になった

4: 挑戦が嫌になった
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3-3 運動実践カードの達成状況によるアンケート回答状態の違い 

最初に、運動実践カードでの各課題の達成状況とアンケートの回答結果の一覧を示した

が、多くは有意な関係性は確認されなかった。そこで、図 3-3-1 以降に運動意欲や達成満足

に強く関連した運動動作のみを抜粋し図示した。 

 

 

  

表3-3-1 転がす運動の達成状況とアンケート結果の関係

とても
楽しめた

ちょっと
楽しめた

あまり
楽しめなかった

ぜんぜん
楽しめなかった

合計

良好群 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

不良群 90.5% 4.8% 0.0% 4.8% 100%

もっと挑戦
したかった

もう少し挑戦
したかった

もっと挑戦したい
とは思わなかった

はやく
終わりたかった

合計

良好群 85.7% 7.1% 7.1% 0.0% 100%

不良群 71.4% 19.0% 9.5% 0.0% 100%

とても
そう思う

少し
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

合計

良好群 92.9% 7.1% 0.0% 0.0% 100%

不良群 76.2% 23.8% 0.0% 0.0% 100%

とても
がんばれたと思う

ちょっと
がんばれたと思う

あまりがんば
れなかったと思う

ぜんぜんがんば
れなかったと思う

合計

良好群 78.6% 21.4% 0.0% 0.0% 100%

不良群 61.9% 38.1% 0.0% 0.0% 100%

たくさん
挑戦した

少し
挑戦した

あまり
挑戦しなかった

ぜんぜん
挑戦しなかった

合計

良好群 7.1% 28.6% 21.4% 42.9% 100%

不良群 9.5% 28.6% 33.3% 28.6% 100%

とても
思った

少し
思った

あまり
思わなかった

ぜんぜん
思わなかった

合計

良好群 92.9% 7.1% 0.0% 0.0% 100%

不良群 81.0% 14.3% 0.0% 0.0% 100%

もっとがんばろう
と思った

もっとがんばろう
と思った

少し挑戦するのが
いやになった

もう挑戦するのが
いやになった

合計

良好群 92.9% 7.1% 0.0% 0.0% 100%

不良群 76.2% 19.0% 0.0% 4.8% 100%

挑戦がうまくできなかった時どうおもいましたか？

いつもより楽しく運動の取り組めたと思いますか？

もっとたくさん挑戦したいとおもいましたか？

挑戦カードがあったほうがたのしく運動に取り組めるとおもいますか？

カードがあることでいつもよりがんばれたとおもいますか？

授業いがいのじかんでも挑戦してみましたか？

挑戦が成功したらつぎもがんばろうとおもいましたか？
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表3-3-2 捕る運動の達成状況とアンケート結果の関係

とても

楽しめた

ちょっと

楽しめた

あまり

楽しめなかった

ぜんぜん

楽しめなかった
合計

良好群 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

不良群 95.5% 0.0% 0.0% 4.5% 100%

もっと挑戦

したかった

もう少し挑戦

したかった

もっと挑戦したい

とは思わなかった

はやく

終わりたかった
合計

良好群 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

不良群 63.6% 22.7% 13.6% 0.0% 100%

とても

そう思う

少し

そう思う

あまり

そう思わない

ぜんぜん

そう思わない
合計

良好群 84.6% 15.4% 0.0% 0.0% 100%

不良群 86.4% 13.6% 0.0% 0.0% 100%

とても

がんばれたと思う

ちょっと

がんばれたと思う

あまりがんば

れなかったと思う

ぜんぜんがんば

れなかったと思う
合計

良好群 76.9% 23.1% 0.0% 0.0% 100%

不良群 68.2% 31.8% 0.0% 0.0% 100%

たくさん

挑戦した

少し

挑戦した

あまり

挑戦しなかった

ぜんぜん

挑戦しなかった
合計

良好群 30.8% 23.1% 23.1% 23.1% 100%

不良群 0.0% 31.8% 31.8% 36.4% 100%

とても

思った

少し

思った

あまり

思わなかった

ぜんぜん

思わなかった
合計

良好群 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

不良群 81.8% 13.6% 4.5% 0.0% 100%

もっとがんばろう

と思った
もっとがんばろう

と思った

少し挑戦するのが

いやになった

もう挑戦するのが

いやになった
合計

良好群 92.3% 7.7% 0.0% 0.0% 100%

不良群 81.8% 13.6% 0.0% 4.5% 100%

挑戦がうまくできなかった時どうおもいましたか？

いつもより楽しく運動の取り組めたと思いますか？

もっとたくさん挑戦したいとおもいましたか？

挑戦カードがあったほうがたのしく運動に取り組めるとおもいますか？

カードがあることでいつもよりがんばれたとおもいますか？

授業いがいのじかんでも挑戦してみましたか？

挑戦が成功したらつぎもがんばろうとおもいましたか？
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表3-3-3 つく運動の達成状況とアンケート結果の関係

とても

楽しめた

ちょっと

楽しめた

あまり

楽しめなかった

ぜんぜん

楽しめなかった
合計

良好群 95.5% 0.0% 0.0% 4.5% 100%

不良群 92.3% 7.7% 0.0% 0.0% 100%

もっと挑戦

したかった

もう少し挑戦

したかった

もっと挑戦したい

とは思わなかった

はやく

終わりたかった
合計

良好群 86.4% 9.1% 4.5% 0.0% 100%

不良群 53.8% 30.8% 15.4% 0.0% 100%

とても

そう思う

少し

そう思う

あまり

そう思わない

ぜんぜん

そう思わない
合計

良好群 86.4% 13.6% 0.0% 0.0% 100%

不良群 76.9% 23.1% 0.0% 0.0% 100%

とても

がんばれたと思う

ちょっと

がんばれたと思う

あまりがんば

れなかったと思う

ぜんぜんがんば

れなかったと思う
合計

良好群 81.8% 18.2% 0.0% 0.0% 100%

不良群 46.2% 53.8% 0.0% 0.0% 100%

たくさん

挑戦した

少し

挑戦した

あまり

挑戦しなかった

ぜんぜん

挑戦しなかった
合計

良好群 18.2% 18.2% 31.8% 31.8% 100%

不良群 0.0% 30.8% 23.1% 46.2% 100%

とても

思った

少し

思った

あまり

思わなかった

ぜんぜん

思わなかった
合計

良好群 86.4% 9.1% 4.5% 0.0% 100%

不良群 84.6% 15.4% 0.0% 0.0% 100%

もっとがんばろう

と思った
もっとがんばろう

と思った

少し挑戦するのが

いやになった

もう挑戦するのが

いやになった
合計

良好群 90.9% 9.1% 0.0% 0.0% 100%

不良群 69.2% 23.1% 0.0% 7.7% 100%

挑戦がうまくできなかった時どうおもいましたか？

いつもより楽しく運動の取り組めたと思いますか？

もっとたくさん挑戦したいとおもいましたか？

挑戦カードがあったほうがたのしく運動に取り組めるとおもいますか？

カードがあることでいつもよりがんばれたとおもいますか？

授業いがいのじかんでも挑戦してみましたか？

挑戦が成功したらつぎもがんばろうとおもいましたか？
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表3-3-4 投げる運動の達成状況とアンケート結果の関係

とても

楽しめた

ちょっと

楽しめた

あまり

楽しめなかった

ぜんぜん

楽しめなかった
合計

良好群 93.3% 6.7% 0.0% 0.0% 100%

不良群 95.5% 0.0% 0.0% 4.5% 100%

もっと挑戦

したかった

もう少し挑戦

したかった

もっと挑戦したい

とは思わなかった

はやく

終わりたかった
合計

良好群 80.0% 13.3% 6.7% 0.0% 100%

不良群 72.7% 18.2% 9.1% 0.0% 100%

とても

そう思う

少し

そう思う

あまり

そう思わない

ぜんぜん

そう思わない
合計

良好群 73.3% 26.7% 0.0% 0.0% 100%

不良群 90.9% 9.1% 0.0% 0.0% 100%

とても

がんばれたと思う

ちょっと

がんばれたと思う

あまりがんば

れなかったと思う

ぜんぜんがんば

れなかったと思う
合計

良好群 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 100%

不良群 72.7% 27.3% 0.0% 0.0% 100%

たくさん

挑戦した

少し

挑戦した

あまり

挑戦しなかった

ぜんぜん

挑戦しなかった
合計

良好群 20.0% 26.7% 13.3% 40.0% 100%

不良群 4.5% 27.3% 36.4% 31.8% 100%

とても

思った

少し

思った

あまり

思わなかった

ぜんぜん

思わなかった
合計

良好群 86.7% 13.3% 0.0% 0.0% 100%

不良群 86.4% 9.1% 4.5% 0.0% 100%

もっとがんばろう

と思った
もっとがんばろう

と思った

少し挑戦するのが

いやになった

もう挑戦するのが

いやになった
合計

良好群 80.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100%

不良群 86.4% 9.1% 0.0% 4.5% 100%

挑戦がうまくできなかった時どうおもいましたか？

いつもより楽しく運動の取り組めたと思いますか？

もっとたくさん挑戦したいとおもいましたか？

挑戦カードがあったほうがたのしく運動に取り組めるとおもいますか？

カードがあることでいつもよりがんばれたとおもいますか？

授業いがいのじかんでも挑戦してみましたか？

挑戦が成功したらつぎもがんばろうとおもいましたか？
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表3-3-5 蹴る運動の達成状況とアンケート結果の関係

とても

楽しめた

ちょっと

楽しめた

あまり

楽しめなかった

ぜんぜん

楽しめなかった
合計

良好群 97.0% 0.0% 0.0% 3.0% 100%

不良群 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100%

もっと挑戦

したかった

もう少し挑戦

したかった

もっと挑戦したい

とは思わなかった

はやく

終わりたかった
合計

良好群 75.8% 15.2% 9.1% 0.0% 100%

不良群 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100%

とても

そう思う

少し

そう思う

あまり

そう思わない

ぜんぜん

そう思わない
合計

良好群 84.8% 15.2% 0.0% 0.0% 100%

不良群 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100%

とても

がんばれたと思う

ちょっと

がんばれたと思う

あまりがんば

れなかったと思う

ぜんぜんがんば

れなかったと思う
合計

良好群 72.7% 27.3% 0.0% 0.0% 100%

不良群 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100%

たくさん

挑戦した

少し

挑戦した

あまり

挑戦しなかった

ぜんぜん

挑戦しなかった
合計

良好群 9.1% 24.2% 30.3% 36.4% 100%

不良群 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 100%

とても

思った

少し

思った

あまり

思わなかった

ぜんぜん

思わなかった
合計

良好群 87.9% 9.1% 3.0% 0.0% 100%

不良群 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100%

もっとがんばろう

と思った
もっとがんばろう

と思った

少し挑戦するのが

いやになった

もう挑戦するのが

いやになった
合計

良好群 84.8% 12.1% 0.0% 3.0% 100%

不良群 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100%

挑戦がうまくできなかった時どうおもいましたか？

いつもより楽しく運動の取り組めたと思いますか？

もっとたくさん挑戦したいとおもいましたか？

挑戦カードがあったほうがたのしく運動に取り組めるとおもいますか？

カードがあることでいつもよりがんばれたとおもいますか？

授業いがいのじかんでも挑戦してみましたか？

挑戦が成功したらつぎもがんばろうとおもいましたか？
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「捕る」の達成状況により良好群と不良群に分け、「Q2:もっとたくさん挑戦したいと思い

ましたか？」の回答状況の違いを検討した結果を図 3-3-1 に示した。良好群では「もっとし

たかった」が 100%に対し、不良群では「もっとしたかった」63.6%、「もう少ししたかった」

が 22.7%、「したいと思はなかった」が 13.6%であった。カイ二乗検定の結果、有意確率は

0.047 であり、統計的にも有意な関係性が確認された。 

 

 

図 3-3-1 「捕る」の達成状況と「Q2：もっとたくさん挑戦したいと思いましたか？」の関係 

 

「つく」の達成状況により良好群と不良群に分け、「Q4:カードがあることでいつもより頑

張れたと思いますか？」の回答状況の違いを検討した結果を図 3-3-2 に示した。良好群では

「とても頑張れた」が 81.8%、「ちょっと頑張れた」が 18.2%であった。一方、不良群では

「とても頑張れた」が 46.2%、「ちょっと頑張れた」が 53.8%であった。カイ二乗検定の結

果、有意確率は 0.028 であり、統計的にも有意な関係性が確認された。 

 

図 3-3-2 「つく」の達成状況と「Q4：カードがあることでいつもより頑張れたと思いますか？」の関係 
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「蹴る」の達成状況により良好群と不良群に分け、「Q1:いつもより楽しく運動に取り組め

たと思いますか？」の回答状況の違いを検討した結果を図 3-3-3 に示した。良好群では、「と

ても楽しく取り組めた」97%、「ぜんぜん取り組めなかった」が 3.0%であった。不良群では

「とても楽しく取り組めた」が 75%、「ちょっと楽しく取り組めた」が 25%であった。カイ

二乗検定の結果、有意確率は 0.014 であり、統計的にも有意な関係性が確認された。 

 

図 3-3-3 「蹴る」の達成状況と「Q1：いつもより楽しく運動に取り組めたと思いますか？」の関係 

 

「カード全体」の達成数を合計し、その数により良好群、普通群、不良群に分け、「Q2:も

っとたくさん挑戦したいとおもいましたか？」の回答状況の違いを検討した結果を図 3-3-4

に示した。良好群では「もっとしたかった」が 100%であった。普通群では「もっとしたか

った」が 78.3%、「もう少ししたかった」が 8.7%、「したいと思わなかった」が 13%であっ

た。不良群では「もっとしたかった」が 40%、「もう少ししたかった」が 60%であった。カ

イ二乗検定の結果、有意確率は 0.025 であり、統計的にも有意な関係性が確認された。 

 

図 3-3-4 「カード全体」の達成状況と「Q2：もっとたくさん挑戦したいと思いましたか？」の関係 
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第 4 章 考察 

4-1 運動挑戦カードの達成状況 

男女間での運動挑戦カードの達成状況について各運動、レベルでその差を検討した。ほと

んどの運動、レベルで大きな差はみられなかったが、捕る・投げるにおいて大きな差が生じ

ていた。スポーツ庁の全国体力・運動能力調査（スポーツ庁、2020）の結果などを見ても、

一般的に投運動は男子の方が記録が良好な傾向にある。ボール運動全体としての検討はあ

まり見られていないが、男子の方が良好である可能性が高いと推察される。本研究において

も、5 つのボール運動動作のすべてのレベルにおいて男子の達成率が高くなっていた。やは

り、ボール運動の経験等には男女差が見られる可能性が高く、今後は、特に、女子の意欲や

達成満足を高めるような取り組みが必要と思われる。 

また、本研究で準備した運動課題のレベル 1 はすべての動作において、多くの児童が達成

できる水準であったことが確認された。実践時間の影響もあると思われるが、レベルが上が

るにつれて達成状況も階段状に低下していた。この結果から、各課題のレベル設定が概ね妥

当であったものと考えられる。一方で、小学校の授業内で 20 分程度を利用して実施するに

は、時間を要しすぎる課題もあったことが達成状況からうかがえた。本研究では一つの動作

につき 1 回の取り組みであったが、より長期にわたって運動挑戦カードを導入することで、

児童の意欲や達成満足、自己有能感などを高められることが期待される。この点に関しては、

今後の継続的な研究が必要であり、今後の課題と言える。 

 

4-2 運動挑戦カードの有用性および運動有能感との関係 

運動挑戦終了後のアンケートの結果、「Q3 カードがあった方が楽しく運動に取り組める

と思いますか？」、「Q4 カードがあることでいつもより頑張れたと思いますか？」の 2 つの

設問は、全て肯定的な回答であった。本研究課題における運動挑戦カードの導入は、有用で

あり、運動意欲を喚起するのに役立ったものと推察される。また、「Q5 挑戦が成功したら次

も頑張ろうと思いましたか？」や「Q6 挑戦がうまくできなかった時どう思いましたか？」

の質問においても、ほぼすべての児童が肯定的で前向きな回答をしていた。これらの項目は、

運動意欲とともに達成満足や挑戦心の高まりを示している項目であり、運動挑戦カードの

導入により、児童は自らの達成状況や目標を自覚しやすくなっていた可能性が考えられる。 

次に、結果の 3-3 節では、各運動課題の達成状況とアンケートの結果との関係性を検討し

た。達成状況により、アンケートの回答結果に有意な違いはほとんどみられなかった。これ

は達成状況が良好な群においても不良な群においてもアンケートの回答の多くが肯定的な

ものばかりであり、いわゆる天井効果により有意差が得られなくなっていたと考えられる。

しかし、このような状況においても統計的な有意差が確認された組み合わせがいくつか見

られた。まず、捕るの達成状況と、「Q2：もっとたくさん挑戦したいと思いましたか？」良

好群において有意に意欲的な回答が多くなっていた。捕る動作では最大でレベル 4 まで挑

戦できていたことも考慮すると、良好群においてはあと少しですべてを達成できるという
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達成満足への欲求がより強くでたものと推察された。次に、蹴るの達成状況では「Q1：いつ

もより楽しく運動に取り組むことができましたか？」の回答状況の違いを検討した結果、有

意な差がみられ、回答状況としても肯定的な意見が大半を占めていた。蹴るでは 2 つの段階

しか挑戦できなかったが、より多く挑戦、達成できた児童ほど、楽しさを感じることができ

たいたことが確認さえた。やはり、適切な時間配分とそれに応じた課題設定が今後の課題と

言える。最後に、カード全体の達成数の合計ではその数を良好群、普通群、不良群に分け、

「Q2：もっとたくさん挑戦したいと思いましたか？」の回答状況の違い検討した結果、統

計的にも有意な関係性が確認され、良好群は全員が肯定的な回答であった。普通群において

も肯定的な回答が大部分を占めていた。不良群は良好群、普通群と比較すると「もっとした

かった」の回答は半数以下であり、課題の達成状況と挑戦意欲とは密接に関係することが示

唆された。 

全てのアンケート結果において否定的な回答は少なかったため、児童の運動有能感は高

められたのではないかと考えられる。また、一部では、課題達成状況が意欲や達成満足を有

意に高めている様子も確認されたことから、児童の達成や成功体験を視覚的に明らかにで

きる運動挑戦カードの導入は有効であったことが示唆された。今後は、より長期的な取り組

みで効果の持続性等を検証することが課題である。 
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第5章 まとめ 

本研究では、運動実践およびアンケートをもとに、児童 38 人を対象とし、ボールを用

いた運動動作の基礎能力を身に着けることを目指した実践内容とし、運動挑戦カードを用

いた実践が児童の運動有能感に与える影響を検討することを目的とした。実践後のアンケ

ートでは、ほぼすべてが肯定的な回答であり、運動挑戦カードの導入が児童の達成満足や

意欲に良い影響をおよぼしていたことが示唆された。また、運動挑戦カードの達成状況と

アンケート結果の関係性に有意な関係はあまり多く見られなかったが、これは、いわゆる

天井効果の影響もあったと思われる。また、一部においては、課題達成状況が意欲や達成

満足を有意に高めていることも確認されたことから、児童の達成や成功体験を視覚的に明

らかにできる運動挑戦カードの導入は有効であったことが示唆された。 
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付表 1：運動挑戦カード 

 

  



 20 

付表 2：アンケート調査 
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■ 研究要旨 

近年、多くのプロスポーツリーグにおいて、試合のホーム＆アウェー制度が導入され、

一般的にホームコート側のチームの方が有利であり、より良いパフォ―マンスが発揮され

ると考えられている。そのため、 NBA のレギュラーシーズンでの試合を対象に、ホーム

とアウェーでのチームおよび個人のパフォーマンスの変化について調査を行い、研究する

こととした。その結果をもとに、上位下位、スタートベンチ、ポジション別、出場時間グ

ループに分け、ホーム＆アウェーでの選手およびチームのパフォ―マンスに及ぼす影響、

さらに、観客動員数の違いによるホーム＆アウェーの影響の変化について検討した。研究

項目としては、FG 率、3PT 率、FT 率、REB、AST、STL、BLK、TO、PF、PTS での、ホ

ーム＆アウェーでの差をもとに考察を行った。結果、多くの項目において home での試合の

方が、平均値が高い傾向が見られた。特に FG 率、3PT 率、FT 率はシュート確率の項目で

は、個人成績とチーム成績とともに、away での試合の方が、確率が低下していることが分

かった。また、チームの上位、下位やプレーヤーのポジション、出場時間などによる、ホ

ーム＆アウェーでの成績変化傾向の違いを検討したところ、オフェンス面で home でのゲー

ムパフォーマンスを高めること、ベンチプレーヤーや出場時間の限られたプレーヤーが

away の試合でのパフォーマンス低下を最小限に抑えることがチームの成績向上に好影響を

及ぼすことが示唆された。 
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第 1 章 序論 

1-1 背景 

多くのプロスポーツリーグにおいて、試合のホーム＆アウェー制度が導入されている。試

合においては、一般的にホームコート側のチームの方が有利であり、勝率が高く、より良い

パフォ―マンスができると考えられている。その要因として、長時間の移動や過密日程での

遠征などにより疲労が蓄積されやすいことや、観客動員数の違いで、歓声や罵声などによる

選手たちのモチベーションが変化してくることが挙げられる。このような心理状態や環境

の変化により、アウェー側のチームのパフォーマンスが低下し、チームの勝敗にも影響を与

えていると考えられる。また、多くのチームの年間成績を見てみると、ほとんどのチームは

ホームでの勝率の方が高いが、上位チームになるほどホームやアウェーでの勝率に差がな

くなる傾向が見られ、一方で下位のチームになると、ホームやアウェーに関係なく勝率がか

なり低い上に、アウェーでは顕著な勝率の低下が観察される。 

例えば、アメリカプロバスケットボール（以降、NBA）で日本人初のドラフトで指名選手

となったワシントン・ウィザーズの八村塁選手は、2019 シーズン、コロナウイルスの影響

でシーズンが中断されていなければ、シーズン 82 試合中で、37 回の遠征、26 都市で試合が

行われていた。また、NBA はアメリカのチームが 29 チーム、カナダのチームが 1 チームあ

り、八村塁選手が所属しているワシントン・ウィザーズはこういった中での移動距離は、直

線にして約 6 万 2676 ㎞（地球約 1.5 周）の距離を約 6 ヶ月のシーズンの中で移動している

ことになり、選手たちにとって目に見えない負担は大きいものだと考えられる。このように、

ホーム＆アウェー制度による選手やチームへの負担は非常に大きく、選手のパフォーマン

スに多大なる影響を与えていることが予想される。 

また、2018 年－2019 年シーズンの観客動員数は、NBA のリーグ全体として合計で 2212

万 4559 人であり、1 試合における平均観客動員数は 1 万 7884 人となり、収用人員の 95％

以上の人が常に埋まっていた計算になる。日本のプロバスケットボールリーグ「B リーグ」

と比較してみると、B リーグは 3 つのカテゴリーに分類されており、その 1 番上のカテゴリ

ーの B1 リーグでは、1 試合あたりの平均観客動員数は 3236 人で、20 チームあるうちの 11

チームは平均観客動員数でも 3000 人以下である。その下のカテゴリーにまでなると、観客

動員数が 3000 人を超えているチームは１チームもなく、日本とアメリカの面積や人口、会

場の大きさを比較してみても、日本の B リーグにおいては、観客動員数や移動距離での影

響は少ないと読み取れる。このように観客動員数によってもホーム＆アウェーによる選手

のパフォーマンスの影響は変わってくる可能性もある。そこで、本研究ではホーム＆アウェ

ーの影響がより強く出ると予想される NBA の試合を研究対象として研究を行った。 

以上のことから、本研究では、NBA の試合、特にホーム＆アウェーの影響が大きいと考

えられるプレーオフの試合を対象に以下の２つの分析視点に基づいて研究を行った。（１）

ホーム＆アウェーでの選手およびチームのパフォ―マンスについて。（２）観客動員数の違

いによるホーム＆アウェーの影響の変化について。 (１)では、ホームコートの方の勝率が
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高くなることが知られているが、これに加えて、個々の選手のパフォーマンスやチームのス

タッツがホーム＆アウェーでどのように変化するかを中心に検討する。(２)では、観客動員

数の変化によって選手のパフォ―マンスの影響が生まれかについて主に検討する。 

 

1-2 目的 

NBA のレギュラーシーズンでの試合を対象にホームとアウェーでのチームおよび個人の

パフォーマンス変化について、詳細なスタッツデータを用いて検討することを目的とした。 
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第 2 章 方法 

2-1 対象 

アメリカのプロバスケットボールリーグ National Basketball Association（NBA）の、2018 年-2019

年シーズン、2017 年-2018 年シーズン、ウエスタンカンファレンスとイースタンカンファレンス

の 2 つのリーグの上位下位各 2 チーム、合計 4 チーム間のシーズン中での対戦試合を対象とし

た。1 シーズンの中で各チーム間の試合は 3～4 試合あり、1 チームの最多試合数は 12 試合であ

った。 

 

 

2-2 対象チーム 

2018 年-2019 年シーズン 

〈ウエスタンカンファレンス〉  （イースタンカンファレンス） 

①ウォリアーズ    ①バックス 

②ナゲッツ    ②ラプターズ 

③マーベリックス    ③キャバリア―ズ 

④サンズ     ④ニックス 

 

2017 年-2018 年シーズン 

〈ウエスタンカンファレンス〉  （イースタンカンファレンス） 

①ロケッツ    ①ラプターズ 

②ウォリアーズ    ②セルティックス 

③グリズリーズ    ③マジック 

④サンズ     ④ホークス 

 

 

2-3 データ収集 

 NBA－ESPN サイトのシーズンスケージュールから、2018 年-2019 年シーズン、2017 年-2018

年シーズンの該当試合の成績を収集した。 

 

 

2-4 測定・調査項目 

 

調査項目は、個人成績とチーム成績に分けて収集した。調査項目は個人、チーム共通とし、フ

ィ―ルド・ゴール率(FG 率)、3 ポイント率(3PT 率)、フリースロー率(FT 率)、リバウンド(REB)、

アシスト(AST)、スティ―ル(STL)、ブロック(BLK)、ターンオーバー(TO)、パーソナルファウル

(PF)、ポイント(PTS)であった。 
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2-5 分析手続き 

個人およびチームのホーム＆アウェーによる成績を以下の観点で比較検討した。ホーム

＆アウェーによる平均値の差にはｔ検定を用い、チーム状況等の要因による成績変化傾向

の違いには、分散分析における交互作用の有意性を持って検討した。すべての分析において

有意水準は 5％とし、IBM 社製の SPSS STATISTIC22.00 を用いて分析を行った。 

・個人およびチームのホーム＆アウェーによる成績の違い 

・上位、下位による成績変化傾向の違い 

・スタート、ベンチによる成績変化傾向の違い 

・ポジション別による成績変化傾向の違い 

・出場時間グループによる成績変化傾向の違い 

・観客動員数が及ぼす影響 

  



 6 

第 3 章 結果 

3-1 個人およびチームのホーム＆アウェーによる成績比較 

 個人成績におけるホーム＆アウェーでの各項目の平均値の違いを表 3-1-1 に示した。FG

率では、ホームで 43.5％、アウェーで 42.2％、3PT 率では、ホームで 33.4％、アウェーで

31.9％、FT 率では、ホームで 75.4％、アウェーで 72.6％、REB では、ホームで 4.28、アウ

ェーで 4.13、AST では、ホームで 2.17、アウェーで 2.10、STL では、ホームで 0.66、アウ

ェーで 0.68、BLK では、ホームで 0.47、アウェーで 0.47、TO では、ホームで 1.21、アウェ

ーで 1.21、PF では、ホームで 1.89、アウェーで 1.80、PTS では、ホームで 9.94、アウェー

で 9.95 であった。 

 

表 3-1-1 個人成績におけるホーム＆アウェーでの各項目の平均値比較 

 
 

 

  

項⽬ home/away 度数 平均値 標準偏差 ｔ値 ⾃由度 有意確率
home 477 43.5% 23.0%

away 485 42.2% 23.2%

home 407 33.4% 30.2%

away 413 31.9% 33.7%

home 282 75.4% 31.1%

away 304 72.6% 31.5%

home 496 4.28 3.45

away 499 4.13 3.29

home 496 2.17 2.32

away 499 2.10 2.22

home 496 0.66 0.89

away 499 0.68 0.88

home 496 0.47 0.84

away 499 0.47 0.78

home 496 1.21 1.24

away 499 1.21 1.26

home 496 1.89 1.43

away 499 1.80 1.48

home 496 9.94 7.57

away 499 9.65 7.52

FG率 .881 960 .378

3PT率 .670 818 .503

FT率 1.080 584 .280

REB .721 993 .471

AST .438 993 .661

STL -.322 993 .748

BLK -.023 993 .982

TO .042 993 .967

PF 1.038 993 .299

PTS .602 993 .547
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次にチームおけるホーム＆アウェーでの各項目の平均値の違いを表 3-1-2 に示した。FG

率では、ホームで 45.8％、アウェーで 44.7％、3PT 率では、ホームで 35.8％、アウェーで

35.0％、FT 率では、ホームで 75.2％、アウェーで 76.5％、REB では、ホームで 45.3、アウ

ェーで 44.4、AST では、ホームで 15.2、アウェーで 14.9、STL では、ホームで 10.4、アウ

ェーで 11.2、BLK では、ホームで 12.5、アウェーで 12.3、TO では、ホームで 7.3、アウェ

ーで 6.6、PF では、ホームで 10.6、アウェーで 10.9、PTS では、ホームで 108.2、アウェー

で 106.9 であった。 

 

表 3-1-2 チーム成績におけるホーム＆アウェーでの各項目の平均値比較 

 

 

 

  

項⽬ home/away 度数 平均値 標準偏差 ｔ値 ⾃由度 有意確率
home 91 45.8% 5.7%

away 91 44.7% 5.4%

home 91 35.8% 9.4%

away 91 35.0% 9.3%

home 91 75.2% 12.9%

away 91 76.5% 9.5%

home 91 45.3 6.3

away 91 44.4 5.6

home 91 15.2 11.0

away 91 14.9 10.1

home 91 10.4 4.4

away 91 11.2 4.4

home 91 12.5 8.3

away 91 12.3 8.6

home 91 7.3 7.3

away 91 6.6 6.6

home 91 10.6 11.0

away 91 10.9 11.2

home 91 108.2 13.1

away 91 106.9 12.2

FG率 1.380 180 .169

3PT率 .549 180 .583

FT率 -0.821 180 .413

REB 1.046 180 .297

AST .190 180 .850

STL -1.146 180 .253

BLK .175 180 .861

TO .684 180 .495

PF -0.127 180 .899

PTS .699 180 .486
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3-2 個人およびチームのホーム＆アウェーによる成績変化傾向の違い 

3-2-1 上位、下位による成績傾向の違い 

上位、下位チームにおけるホーム＆アウェーでの FG 率の変化傾向の違いを検討した結果

を図 3-2-1-1 に示した。上位チームでは、ホームでの試合では 48.1％であり、アウェーでの

試合では 45.6％であった。下位チームでは、ホームでの試合では 43.5％であり、アウェーで

の試合では 43.7％であった。交互作用の有意確率は 0.091 であり、有意傾向であった。上位

チームほど home で FG 率があがることが確認された。 

 
図 3-2-1-1 ホーム＆アウェー×上位：下位による FG 率の差 

 

上位、下位チームにおけるホーム＆アウェーでの FT 率の変化傾向の違いを検討した結果

を図 3-2-1-2 に示した。上位チームでは、ホームでの試合では 76.5％であり、アウェーでの

試合では 75.8％であった。下位チームでは、ホームでの試合では 73.8％であり、アウェーで

の試合では 77.4％であった。交互作用の有意確率は 0.201 であり、統計的に有意な差は確認

されなかったが、視覚的には上位チームほど home で FT 率があがる様子が観察された。 

 
図 3-2-1-2 ホーム＆アウェー×上位：下位による FT 率の差 
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上位、下位チームにおけるホーム＆アウェーでの TO 数の変化傾向の違いを検討した結果

を図 3-2-1-3 に示した。上位チームでは、ホームでの試合では 7.8 であり、アウェーでの試

合では 6.6 であった。下位チームでは、ホームでの試合では 6.9 であり、アウェーでの試合

では 6.6 であった。交互作用の有意確率は 0.645 であり、統計的に有意な差は確認されなか

ったが、視覚的には上位チームほど home で TO 数の減少が大きい様子が観察された。 

 

 
図 3-2-1-3 ホーム＆アウェー×上位：下位による TO 数の差 

 

上位、下位チームにおけるホーム＆アウェーでの PTS 数の変化傾向の違いを検討した結

果を図 3-2-1-4 に示した。上位チームでは、ホームでの試合では 113.1 点であり、アウェー

での試合では 109.7 点であった。下位チームでは、ホームでの試合では 103.2 点であり、ア

ウェーでの試合では 104.1 点であった。交互作用の有意確率は 0.230 であり、統計的に有意

な差は確認されなかったが、視覚的には上位チームほど home で PTS が多くなることが確

認された。 

 

 
図 3-2-1-4 ホーム＆アウェー×上位：下位による PTS 数の差 
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3-2-2 スタート、ベンチによる成績傾向の違い 

スタート、ベンチにおけるホーム＆アウェーでの FG 率の変化傾向の違いを検討した結果

を図 3-2-2-1 に示した。スタートでは、ホームでの試合では 44.9％であり、アウェーでの試

合では 46.2％であった。ベンチでは、ホームでの試合では 42.2％であり、アウェーでの試合

では 38.7％であった。交互作用の有意確率は 0.113 であり、統計的に有意な差は確認されな

かったが、視覚的には start の方が away でも高い FG 率を維持していることが確認された。 

 

 

図 3-2-2-1 ホーム＆アウェー×スタート：ベンチによる FG 率の差 

 

スタート、ベンチにおけるホーム＆アウェーでの REB 率の変化傾向の違いを検討した結

果を図 3-2-2-2 に示した。スタートでは、ホームでの試合では 5.4 であり、アウェーでの試

合では 5.6 であった。ベンチでは、ホームでの試合では 3.3 であり、アウェーでの試合で

は 2.9 であった。交互作用の有意確率は 0.197 であり、統計的に有意な差は確認されなか

ったが、視覚的には start の方が away でも REB が多くなることが確認された。 

 

 
図 3-2-2-2 ホーム＆アウェー×スタート：ベンチによる REB 数の差  
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3-2-3 ポジション別による成績傾向の違い 

ポジション別におけるホーム＆アウェーでの FG 率の変化傾向の違いを検討した結果を

図 3-2-3-1 に示した。ポジション 1（ガード）では、ホームでの試合は 40.9％であり、アウ

ェーでの試合では 49.2％であった。ポジション 2（フォワード）では、ホームでの試では

44.3％であり、アウェーでの試合では 43.5％であった。ポジション 3（センター）では、ホ

ームでの試合は 40.9 であり、アウェーでの試合では 38.1％であった。交互作用の有意確率

は 0.646 であり、統計的に有意な差は確認されなかったが、3 のみ away で FG 率が高くなっ

ていた。 

 

図 3-2-3-1 ホーム＆アウェー×ポジション別による FG 率の差 

 

ポジション別におけるホーム＆アウェーでの STL 数の変化傾向の違いを検討した結果を

図 3-2-3-2 に示した。ポジション 1 では、ホームでの試合は 0.8 回であり、アウェーでの試

合では 0.7 回であった。ポジション 2 では、ホームでの試合は 0.6 回であり、アウェーでの

試合では 0.8 回であった。ポジション 3 では、ホームでの試合は 0.5 回であり、アウェーで

の試合は 0.5 回であった。交互作用の有意確率は 0.182 であり、統計的に有意な差は確認さ

れなかったが、2 のみ away で STL が増えていた。 

 

 
図 3-2-3-2 ホーム＆アウェー×ポジション別による STL 数の差 
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ポジション別におけるホーム＆アウェーでの TO 数の変化傾向の違いを検討した結果を

図 3-2-3-3 に示した。ポジション 1 では、ホームでの試合は 1.4 回であり、アウェーでの試

合では 1.3 回であった。ポジション 2 では、ホームでの試合は 1.1 回であり、アウェーで

の試合は 1.2 回であった。ポジション 3 では、ホームでの試合では 1.1 回であり、アウェ

ーでの試合も 1.1 回であった。交互作用の有意確率は 0.280 であり、統計的に有意な差は

確認されなかったが、2 のみ away で TO 数が増えていた。 

 

 

図 3-2-3-3 ホーム＆アウェー×ポジション別による TO 数の差 

 

ポジション別におけるホーム＆アウェーでの PTS 数の変化傾向の違いを検討した結果を

図 3-2-3-4 に示した。ポジション 1 では、ホームでの試合は 10.4 点であり、アウェーでの試

合は 9.4 点であった。ポジション 2 では、ホームでの試合は 10.0 点であり、アウェーでの試

合は 10.5 であった。ポジション 3 では、ホームでの試合は 8.6 点であり、アウェーでの試合

も 8.6 点であった。交互作用の有意確率は 0.315 であり、統計的に有意な差は確認されなか

ったが、2 のみ away で PTS 数が増えていた。 

 

 

図 3-2-3-4 ホーム＆アウェー×ポジション別による PTS 数の差 
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3-2-4 出場時間グループによる成績傾向の違い 

 出場時間グループにおけるホーム＆アウェーでの PTS 数の変化傾向の違いを検討した結

果を図 3-2-4-1 に示した。グループ 1（出場時間 30 分以上）では、ホームでの試合は 17.4

点であり、アウェーでの試合は 18.0 点であった。グループ 2（出場時間 30 分以下）で

は、ホームでの試合は 7.7 点であり、アウェーでの試合は 7.0 点であった。交互作用の有

意確率は 0.145 であり、統計的に有意な差は確認されなかったが、1 では away で PTS が増

加し、2 では減少していた。 

 

 

図 3-2-4-1 ホーム＆アウェー×出場時間グループによる PTS 数の差 

 

出場時間グループにおけるホーム＆アウェーでの FG 率の変化傾向の違いを検討した結

果を図 3-2-4-2 に示した。グループ 1 では、ホームでの試合は 47.3％であり、アウェーでの

試合は 47.9％であった。グループ２では、ホームでの試合は 42.3％であり、アウェーでの試

合は 40.3％であった。交互作用の有意確率は 0.438 であり、統計的に有意な差は確認されな

かったが、1 では away で FG 率が増加し、2 では減少していた。 

 

図 3-2-4-2 ホーム＆アウェー×出場時間グループによる FG 率の差 
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第 4 章 考察 

4-1 ホーム＆アウェーでの選手およびチームのパフォ―マンスへの影響 

 分析結果から、個人成績では、FG 率、3PT 率、FT 率、REB、AST、PTS において、home

での試合の方が、平均値が高い傾向が見られた。つまり、FG 率、3PT 率、FT 率、REB、AST、

PTS に関しては、away での試合で成績が低下していることが示唆された。また、このよう

な結果になったのは、自チームを応援する観客数の違いや声援、慣れ親しんだコートでのプ

レーにより、home での試合の方がより良いパフォーマンスにつながっていると思われる。

このことから、俗にいうホームコートアドバンテージは実際に一定程度存在すると結論付

けることができた。同様に、チーム成績では、FG 率、3PT 率、REB、AST、BLK、TO、PTS

において、home での試合の方が、平均値が高い傾向が見られた。個人成績同様の傾向がチ

ーム成績でも確認された。選手およびチームのパフォ―マンスへの影響は、home と away で

の試合結果にも影響していると考えられる。 

 

4-2 ホーム＆アウェーでの成績変化傾向の違い 

4-2-1 上位、下位による成績変化傾向の違い 

 上位、下位チームの比較では、上位チームほど home の FG 率、FT 率、TO、PTS 数が、

away に比べて顕著に高い値を示していた。特に、FG 率においては、home と away での変化

傾向に有意な違いが認められた。FT 率、PTS 数においては、統計的に有意な差は確認され

なかったが、視覚的には上位チームほど home で増加傾向になっていた。また、TO では、

上位チームほど home での減少数が大きいことが観察された。上位チームは、下位チームに

比べ、home で確実に良いパフォーマンスを発揮できていることが示唆された。一方、下位

チームでは、away で極端にパフォーマンスが低下するというよりは、home でパフォーマン

スをあげることができていないことが示唆された。また、その他の項目である 3PT 率、REB、

AST、STL、BLK、PF においては、統計的な有意差は確認されなかった。有意差が確認され

なかった項目は比較的ディフェンスに関する項目が多く、有意差が確認された項目はオフ

ェンスに関する項目が多く見られた。このことにより、オフェンス面の方が、よりホームコ

ートアドバンテージを得やすいことが示唆された。NBA では全体の半分が home ゲームで

あるため、このような違いはチーム成績に直結する。下位チームでは、home コートでのパ

フォーマンス向上に注視して、準備や戦術をたてることで、大幅な勝率向上が期待できるの

ではないだろうか。 

 

4-2-2 スタート、ベンチによる成績変化傾向の違い 

スタート、ベンチでの比較では、FG 率、REB ともに統計的に有意な差は確認されなかっ

たが、視覚的には start の方が away でも高い率や数を維持していることが確認された。ベン

チの選手の多くは away でパフォーマンスを低下させてしまっていることが示唆された。そ

の他の項目である 3PT 率、FT 率、AST、STL、BLK、TO、PF、PTS では、統計的にも視覚
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的にも顕著な差は見られなかった。以上のことから、ベンチの選手は away での試合におい

て、FG 率を低下させないように心がけること、また、リバウンドの獲得数が減少しないよ

うなプレーを心掛けることがチームパフォーマンスの向上に好影響を及ぼすことが期待で

きる可能性がある。 

 

4-2-3 ポジション別による成績変化傾向の違い 

ポジション別での比較では、統計的に有意な差は確認されなかったが、FG 率においては、

ポジション 3（センター）のみ away で FG 率が高くなっていた。特にポジション 1（ガー

ド）で、away での試合で確率が低下していることが分かった。STL においても、ポジショ

ン 2（フォワード）のみ away で増加しており、他のポジションでは、大きな差は観察され

なかった。TO 数においては、ポジション 2 のみ TO 数が増加していた。また、home の試合

では、ポジション 1 において、他のポジションと比較して、TO 数が顕著に多いことが確認

された。PTS 数では、ポジション 2 のみ away で増加しており、ポジション 1 では、home の

試合より away の試合で 1 点減少していることが観察された。ポジション 3 では home と

away の試合で大きな差は見られなかった。結果として、ポジションの違いによる統一的な

変化傾向は確認されなかったが、ポジション 1 において、away の試合で、FG 率が他のポジ

ションと比較して低下していることから、PTS 数の低下にもつながっていたと推察された。

現代のバスケットボールではポジション１に該当するガードプレーヤーの得点率が高い傾

向があることも考慮すると、これらのプレーヤーの away でのパフォーマンス低下を抑える

ことがチームの勝率向上につながることが期待できる。 

 

4-2-4 出場時間グループによる成績変化傾向の違い 

出場時間グループでの比較では、PTS 数、FG 率ともに、統計的に有意な差は確認されな

かったが、グループ 1（出場時間 30 分以上）では away の試合で若干、増加していることが

観察された。グループ 2（出場時間 30 分以下）では、PTS 数、FG 率ともに home の試合で

増加傾向であった。これらの結果から、グループ 1 では、グループ 2 に比べ、away での試

合で良いパフォーマンスを発揮できていることが示唆された。一方、グループ 2 では、FG

率は 2％も away の試合で低下しており、away でパフォーマンスが低下する傾向が確認され

た。出場時間の長いプレーヤーの方が、日常的にパフォーマンスが高いことは容易に想像で

きるが、出場時間の限られたグループ 2 のプレーヤーが away の試合でパフォーマンスを上

げていくことがチームの勝率の向上につながることが期待される。 

 

 

  



 16 

第 5 章 まとめ 

本研究では、ホーム＆アウェーでの個人成績とチーム成績をもとに、NBA の、2018 年-2019

年シーズン、2017 年-2018 年シーズン、ウエスタンカンファレンスとイースタンカンファレンス

の 2 つのリーグの上位下位各 2 チーム、合計 4 チーム間のシーズン中での対戦試合を対象に、

データ分析を行い、ホーム＆アウェーでの成績に及ぼす影響を検討した。個人成績では、FG 率、

3PT 率、FT 率、REB、AST、PTS において、home での試合の方が、平均値が高い傾向が見

られた。また、チーム成績では、FG 率、3PT 率、REB、AST、BLK、TO、PTS において、

home での試合の方が、平均値が高い傾向が見られた。また、チームの上位、下位やプレー

ヤーのポジション、出場時間などによる、ホーム＆アウェーでの成績変化傾向の違いを検討

したところ、オフェンス面で home でのゲームパフォーマンスを高めること、ベンチプレー

ヤーや出場時間の限られたプレーヤーが away の試合でのパフォーマンス低下を最小限に抑

えることがチームの成績向上に好影響を及ぼすことが示唆された。 
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第 1 章 序論 

1-1 背景 

文部科学省スポーツ振興基本計画には「スポーツは、人生をより豊かにし、充実したもの

とするとともに、人間の身体的・精神的な欲求に応え、心身の両面に影響を与える文化であ

り、明るく豊かで活力に満ちた社会の形成や個々人の心身の健全な発達に必要不可欠なも

のである。」として、運動・スポーツの意義が示されている。すなわち、人々が豊かで明る

い暮らしをしていくためには運動・スポーツを生涯にわたって習慣的に親しみ、その活動を

継続的に行うことが必要であると考えられる。我が国では、発育発達期の子どもがスポーツ

を経験する機会として学校部活動がある。学校部活動には多種多様な種目がある。手や足を

起用に使いボールを扱うバスケットボールやサッカー、道具を使って相手コートに返すテ

ニスやバドミントン、体と体をぶつけあう柔道や剣道などの部活がある。また、吹奏楽部や

家庭科部など文科系の部活も存在する。このように、部活の選択に幅がある中、学校での部

活動が減少傾向にある。特に小学校では働き方改革により教員の負担を減らすため、部活動

を廃止する学校が増えている。このような子どものスポーツ経験機会の減少は、生涯におけ

るスポーツ継続に悪影響を及ぼすことが懸念される。 

ここで、運動の継続を妨げる要因を考えてみると、一般的にモチベーション不足や時間の

管理などが挙げられている（McAuley,E.,et al 1990）。例えば、大学生を対象とした調査では、

「時間がない」、「怠惰」、「他に優先したいことがある」、「モチベーションがない」、「活力が

ない」などが要因となっていることが報告されている（Ebben,W.and Brudzynski,L.2008）。ま

た、過去一年間に運動をしなかった日本の大学生を対象とした研究では、運動をしなかった

理由について、「機会がない」、「時間がない」などが主な理由として報告されている（平木・

木谷，2011）。さらに、中村・古川（2004）によれば、運動習慣を形成するためには身体要

因（運動可能な身体状況や体力、能力）、環境要因（時間、空間、仲間、費用、指導者等）、

心理要因（内・外発的動機づけ、運動効果に対する理解、目的、志向、有能感等）の 3 つの

要因が影響する。これらの先行研究が示すように、運動の継続を妨げる様々な要因が存在す

る。 

ここで、それぞれの要因について考えてみると、環境要因に関しては社会環境や公的制度

など、個人では改善が難しいものも多いように思う。一方で、身体要因は主にこれまでの運

動経験や体力などの自分自身の要因であると思われる。同様にモチベーション（動機付け）

や活力といった心理要因も運動を実施する人自身の要因であろう。例えば、運動を継続する

ことが自身の健康や生活習慣病の予防、医療費削減等、社会貢献にも繋がることを理解すれ

ば、運動実施のモチベーションになる。特に、大人においては何のためにという目的が明確

になれば運動の継続可能性も高まると考えられる。さらに、これまでの運動経験を背景とし

た個々の実施種目に応じた能力や知識、加えて、勤勉性や社交性なども含めた、性格やパー

ソナリティーが運動継続の要因になることも容易に想像できる。つまり、これらの知識や体

力、運動経験、性格などの個人の特性がどのように運動継続に影響するかを明らかにするこ
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とができれば、より多くの人に運動継続を促すことが期待できる。そこで、本研究では、今

までの自身の運動継続要因についてアンケート調査を行うことによって、今までの運動継

続要因や継続理由およびそれを妨げる理由について検討する。対象は、一定程度以上の運動

経験を得る機会をこれまでに有し、また、個々の性格や知識、体力などについても十分に形

成、獲得される時期を終えたと考えられる大学生を対象とすることとした。 

 

1-2 目的 

 本研究の目的は、今後の運動継続要因、特に、個人の運動経験や志向性、友人関係、性格

（パーソナリティー）などの要因と実際の運動継続意志との関係性を検討することを目的

とした。 
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第 2 章 方法 

2-1 対象者 

 名古屋学院大学瀬戸キャンパスのスポーツ健康学部に所属する大学 3 年生 84 名を対象と

した。性・学年別の対象者数の内訳を表 2-1 に示す。 

 

 

2-2 調査内容 

 アンケート調査は 11 の大問と 2 つの性格診断尺度で構成した。冒頭に、学年・性別・運

動部活動やクラブ活動の経験や現在のスポーツ活動の有無・最も長く続いたスポーツの種

目と継続年数を基本情報として質問した。大問はスポーツ継続への要因、スポーツが自身に

およぼした影響、今後のスポーツとの関わりに関する設問で構成した。スポーツ継続への要

因に関しては、スポーツを始めたきっかけ、継続を考えたことがあるか、また、その理由を

それぞれ記入してもらった。スポーツが自身におよぼした影響に関しては、こちらが用意し

た 20 項目の選択肢から複数回答してもらった。当てはまる選択肢がない場合は、その他に

具体的に記入してもらった。今後のスポーツとの関わりに関しては、過去に行ってきたスポ

ーツ種目にかかわらず、スポーツをどのように継続したい、または新しく始めたいかを質問

した。性格診断に関しては、新性格診断から抜粋した「社会的外交性」、「活動性」、「持久性」、

「抑うつ性」の 4 つの項目と、友人関係尺度を用いて運動に対する意識や性格、パーソナリ

ティーなどの面から調査した。論文の最後に付表として用いた調査用紙を貼付する。 

 

2-3 調査方法 

 瀬戸キャンパスの 3 年生のゼミ時に担当教員の協力のもと、アンケート調査を実施した。

回答終了後アンケート調査用紙を回収した。 

 

2-4 分析手続き 

 アンケート調査の結果をもとに、以下の要素に関する調査項目の関係性を t 検定、クロス

集計、カイ二乗検定により検討した。すべての分析において有意水準は 5％とし、分析には

IBM SPSS Statistics version 20.0 を用いた。 

a) パーソナリティー(q12)と、やめたいと感じたことの有無(q4-2)との関係 

b) パーソナリティー(q12)と、実際に活動をやめたか否か(q4-3)との関係 

c) パーソナリティー(q12)と、継続を妨げる要因の集計結果(q4-4)との関係 

d) パーソナリティー(q12)と、やめたいと思わなかった理由(q4-6)との関係 

e) パーソナリティー(q12)と、これまで主に実施した種目に対する意欲(q4-7)の関係 

f) パーソナリティー(q12)と、運動、スポーツが好きか否か(q5)との関係 

表2-1　性・学年別の対象者数の内訳

学年 男子 女子 合計

3年生 70 14 84
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g) 競技種目、継続年数(q3)と、今後の運動・スポーツ継続意欲(q9)の関係 

h) 競技種目(q3)と、やめたいと感じたことの有無(q4-2)との関係 

i) 競技種目(q3)と、友人関係尺度(q13)の関係 

j) 継続年数(q3)と、やめたいと感じたことの有無(q4-2)との関係 

k) 継続年数(q3)と、これまで主に実施した種目に対する意欲(q4-7)の関係 
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第 3 章 結果 

3-1 アンケート結果の基礎集計 

3-1-1 実施種目に関する項目の集計結果 

最初に、これまでに実施してきた運動種目と継続年数および始めたきっかけの集計結果

を示す。図 3-1-1-1 は主に実施してきた種目の内訳である。一番多かったのは 29%でサッカ

ーであった。また、主に実施してきた種目を団体種目と個人種目に分類したところ、団体種

目は 80%、個人種目は 20%であった（図 3-1-1-2）。さらに、これらの種目の継続年数を～6

年、7～9 年、10 年以上の 3 つに分類した結果を図 3-1-1-3 に示した。一番多かったのは「10

年以上継続している」の 46%であった。 

 

図 3-1-1-1 主に実施してきた種目とその継続年数 (q3) 

 

   

図 3-1-1-2 団体競技と個人競技 内訳 (q3)     図 3-1-1-3 主に実施してきた種目の継続年数 (q3) 
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図 3-1-1-4 には、主に実施してきた種目を始めたきっかけの集計結果を示した。ここでは、

選択肢を社会的要因、個人的要因、環境的要因の 3 つに分類して示した。一番が多かったの

は「両親・知人の勧め」の 43%であり、3 つの分類で見ると、社会的要因が最も多くなって

いた。 

 

図 3-1-1-4 主に実施してきた種目を始めたきっかけ (q4-1） 
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3-1-2 運動の継続に関する項目の集計結果 

この節では、これまでに主に実施してきた種目を活動中にやめたいと思った経験に関す

る項目と、今後の運動継続意欲に関する項目の集計結果を示す。まず、主に実施してきた種

目を活動中にやめたいと思ったことがあるかを図 3-1-2-1 に、そして、実際にやめたかを図

3-1-2-2 に示した。やめたいと思ったことがある人は 68%、やめたいと思ったことがない人

は 32%であった。さらに、実際にやめた人は 19%、やめなかった人は 81%であった。続い

て、図 3-1-2-3 に主に実施してきた種目をやめたい、もしくはやめた理由を示した。ここで

も、社会的要因、個人的要因、環境的要因の 3 つに分類して結果を示した。一番多かったの

は「教師や指導者との関係に問題があった」の 41%という結果であった。3 つの分類では、

指導者や友人などの社会的要因と、競技内容や練習内容などの個人的要因に関する回答が

多くなっていた。 

   
図 3-1-2-1 主に実施してきた種目を活動中にやめたいと思ったことの有無 (q4-2) （左図） 

図 3-1-2-2 活動中にやめたいと思った人の中で実際にその種目を途中でやめたか否か (q4-3) （右図） 
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次に、主に実施してきた種目をやめたいと思ったがやめなかった理由を図 3-1-2-4 に、や

めたいと思わなかった理由を図 3-1-2-5 に示した。ここでも、それぞれの理由を社会的要因、

個人的要因、環境的要因の 3 つに分類して示した。やめたいと思ったがやめなかった理由で

一番多かったのは、「やり切りたいと考えなおした」の 47%であり、次いで、「なんとなくや

めなかった」の 35%であった。いずれも環境的要因に分類される項目であった。 

次に、主に実施してきた種目をやめたいと思わなかった理由では、一番多かったのは「活

動が楽しかったから」が 100%であった。次いで、「友達がいたから」が 70%であった。全体

として環境的要因は少なかった。 

 

 
図 3-1-2-4 主に実施してきた種目をやめたいと思ったがやめなかった理由 (q4-5) 

 

 

図 3-1-2-5 主に実施してきた種目をやめたいと思わなかった理由 (q4-6)  

14%

5%

14%

9%

7%

9%

35%

47%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友達に引き留められた

先⽣に引き留められた

楽しいと思えるようになった

活動が楽しくなった

技能が向上していると感じた

やめたい理由が解消された

なんとなくやめなかった

やり切りたいと考えなおした

やめると⾔い出せなかった

社
会
的

要
因

個
⼈
的

要
因

環
境
的

要
因

70%

22%
100%

9%

30%

30%

4%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友達がいたから

専⾨の先⽣がいたから

活動が楽しかったから

道具やグラウンドの環境が整っていたから

競技成績が良かったから

技能の向上が感じられたから

他の競技が苦⼿だから

他の競技に興味がなかった

社
会
的

要
因

個
⼈
的

要
因

環
境
的

要
因



 10

ここからは今後の運動継続に関する項目の集計結果を示す。主に実施してきた種目に対

して、続けたいもしくは再挑戦したいと思っているかを図 3-1-2-6 に示した。とても思うが

30%、まあ思うが 49%となり、続けたい、再挑戦したいと思っているのは全体で 79%という

結果であった。図 3-1-2-7 には、これまで実施してきた種目にかかわらず、今後も何かしら

の運動やスポーツ活動を続けたいと思うかの結果を示した。とても思うが 57%、まあ思う

が 34%となり、続けたいと思っているのは全体で 91%いるという結果であった。さらに、

今後も運動やスポーツ活動を続ける場合、どのような形で続けたいと思っているかを図 3-

1-2-8 に示した。一番多かったのはレクリエーションスポーツの 38%であり、次いで、競技

スポーツ、健康スポーツの順であった。 

 

 

図 3-1-2-6 主に実施してきた種目に対する継続意欲 (q4-7) 

 

   

図 3-1-2-7 今後も何かしらの運動やスポーツ活動を続けたいと思うか否か (q9) （右図） 

図 3-1-2-8 今後も運動やスポーツ活動を続ける場合、どのような形で続けるか (q10) （左図） 
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図 3-1-2-9 には、今後も運動やスポーツ活動を続ける場合、図 3-1-2-10 には競技スポーツ

を続ける場合、何歳頃まで続けたいと思っているかを示した。集計結果は、継続年齢を～30

歳、31～60 歳、61 歳以上の 3 つに分類して示した。一般的なスポーツ活動では 31～60 歳が

48%で最も多く、競技スポーツでは～30 歳が 63%で最も多かった。 

 

    

図 3-1-2-9 今後もスポーツ活動を続ける場合、何歳頃まで続けたいと思うか (q11) （右図） 

図 3-1-2-10 今後も競技スポーツを続ける場合、何歳頃まで続けたいと思うか (q11) （左図） 
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3-1-3 運動への志向性に関する項目の集計結果 

ここでは、運動への志向性に関する項目および、スポーツ活動の経験が及ぼした影響に関

する集計結果を示す。最初に、運動やスポーツ活動を行うことが好きか否かを図 3-1-3-1 に

示した。好きが 64%、まあ好きが 30%であり、好きと思っているのは全体で 94%という結

果であった。図 3-1-3-2、図 3-1-3-3 には、運動やスポーツの好きな部分と嫌いな部分の結果

を 3 つの要因に分類して示した。好きな部分では、一番多かったのは「楽しい」が 99%であ

り、次いで、「ストレス発散できる」であった。一方、嫌いな部分では、「ケガをすることが

ある」が 58%で最も多く、次いで、「負けるのが嫌」「疲れること」の順であった。 

 

 
図 3-1-3-1 運動やスポーツ活動を行うことが好きか否か (q5) 

 

 

図 3-1-3-2 運動やスポーツ活動の好きな部分 (q6) 
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図 3-1-3-3 運動やスポーツ活動の嫌いな部分 (q7) 

 

図 3-1-3-4 には、これまでの運動やスポーツ活動の経験が自身に及ぼした影響の結果を示

した。一番多かったのは「友達・仲間が増えた」の 82%であり、次いで「体力・筋力が向上

した」の 79％、「礼儀が身に付いた」の 67%という順であった。 

 

図 3-1-3-4 これまでの運動やスポーツ活動の経験が自身に及ぼした影響 (q8) 
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3-2 パーソナリティーと運動継続要因との関係 

主に実施してきた種目をやめたいと思ったことがある人とない人で、パーソナリティー

尺度の下位尺度得点の平均値の差を t 検定を用いて検討した（表 3-2-1）。持久性にのみ統計

的に有意傾向な差が確認され、やめたいと思ったことのない人の方が有意に持久性の得点

が高かった。それ以外の要因に関しては、統計的な有意差は確認されなかったが、やめたい

と思ったことがある人では社会的外交性の得点が高い傾向が、やめたいと思ったことがな

い人では活動性の得点が高い傾向が確認された。 

 

 

次に、主に実施してきた種目をやめた人とやめなかった人で、パーソナリティー尺度の下

位尺度得点の平均値の差を t 検定を用いて検討した（表 3-2-2）。いずれの下位尺度得点の平

均値にも統計的な有意差は確認されなかったが、実際にやめた人では抑うつ性が、実際にや

めなかった人では活動性と持久性が約 1.00 高い傾向が確認された。次にやめたいと思った

ことがある人に対して、その理由が主に社会的要因による人と個人的要因による人で、パー

ソナリティー尺度の下位尺度得点の平均値の差を t 検定を用いて検討した（表 3-2-3）。いず

れも社会的要因を主とする群で得点が高くなっていたが統計的な有意差は確認されなかっ

た。 

 

 

表3-2-1　パーソナリティー尺度得点とやめたいと思った経験の関係 (q4-2)
パーソナリティー
の下位尺度

やめたいと
思ったことがる

度数 平均値
標準
偏差

平均値
の差

t値 df 有意
確率

ある 57 22.3 4.7
ない 26 20.9 4.1
ある 57 21.0 3.9
ない 26 22.1 3.8
ある 57 21.0 4.2
ない 26 22.7 3.1
ある 57 20.0 5.1
ない 26 20.6 4.0

活動性 -1.04 -1.147 82 0.255

社会的外交性 1.40 1.292 81 0.200

持久性 -1.64 -1.755 83 0.083

抑うつ性 -0.65 -0.576 84 0.566

表3-2-2　パーソナリティー尺度得点と実際にやめたか否かとの関係 (q4-2)

パーソナリティー
の下位尺度

実際にやめた/
やめなかった

度数 平均値
標準
偏差

平均値
の差

t値 df 有意
確率

やめた 11 22.2 5.5
やめなかった 46 22.3 4.6

やめた 11 20.3 4.1
やめなかった 46 21.2 3.8

やめた 11 20.5 5.7
やめなかった 46 21.1 3.9

やめた 11 20.8 4.4
やめなかった 46 19.8 5.2

55 0.471

持久性 -0.58 -0.408 55 0.685

抑うつ性 1.06 0.617 55 0.540

社会的外交性 -0.12 -0.076 55 0.940

活動性 -0.94 -0.725
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次に、やめたいと思ったことがない人に対して、その理由が社会的要因、個人的要因、

環境的要因によってパーソナリティー尺度の下位尺度得点の平均値が異なるかを一元配置

分析により検討した（表 3-2-3）。社会的要因では持久性が、個人的要因では活動性、持久

性、抑うつ性の得点が高い傾向が確認された。また、環境的要因が主だった対象者は一人

のみであったため、表中には示したが数値の検討からは除外した。また、統計的な有意差

は確認されなかったが、抑うつ性の有意確率は 0.124 であり、片側検定で検討すれば有意

傾向とみなせる水準であった。 

 

 

次に、これまで主に実施してきた種目の継続意思の違いによるパーソナリティー尺度の

下位尺度得点の平均値の差を t 検定を用いて検討した（表 3-2-4）。全体的に継続したいと思

う人の得点の平均値が高い傾向が確認された。特に、持久性では有意確率が 0.029 であり、

統計的な有意差が確認された。 

 

 

表3-2-3　パーソナリティー尺度得点と継続を妨げる要因との関係 (q4-4)
パーソナリティー
の下位尺度

継続要因 度数 平均値
標準
偏差

平均値
の差

t値 df 有意
確率

社会的要因 23 23.0 4.3
個人的要因 27 22.2 5.5
社会的要因 23 21.7 3.9
個人的要因 27 20.4 3.9
社会的要因 23 21.6 4.5
個人的要因 27 20.5 3.9
社会的要因 23 20.0 5.7
個人的要因 27 19.7 4.8

活動性 1.37 1.225 48 0.227

社会的外交性 0.86 0.603 48 0.550

抑うつ性 0.38 0.254 48 0.801

持久性 1.05 0.874 48 0.386

表3-2-4　パーソナリティー尺度得点と、やめたいと思わなかった理由との関係 (q4-6)

平均値
標準
偏差

平均値
標準
偏差

平均値
標準
偏差

社会的外交性 21.0 3.7 20.4 5.4 24.0 - 0.289 0.752
活動性 21.5 2.3 22.7 4.7 23.0 - 0.338 0.718
持久性 22.7 2.9 22.5 3.9 27.0 - 0.815 0.457
抑うつ性 18.9 2.7 22.3 4.5 22.3 - 2.340 0.124

パーソナリティー
の下位尺度

F値 有意
確率

社会的要因（n=11） 個人的要因（n=10） 環境的要因（n=1）

表3-2-5　パーソナリティー尺度得点とこれまで主に実施した種目の継続意志との関係 (q4-7)
パーソナリティー
の下位尺度

種目の
継続意志

度数 平均値
標準
偏差

平均値
の差

t値 df 有意
確率

思う 62 22.3 4.3
思わない 16 20.5 5.7

思う 62 21.6 3.8
思わない 16 20.3 4.3

思う 62 22.1 3.8
思わない 16 19.8 3.6

思う 62 20.3 4.5
思わない 16 20.3 5.1

社会的外交性 1.76 1.365 76 0.176

活動性 1.30 1.18 76 0.242

持久性 2.33 2.227 76 0.029

抑うつ性 0.04 0.031 76 0.975
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次に、主に実施してきた種目に関わらず運動やスポーツ活動を行うことが好きか否かで、

パーソナリティー尺度の下位尺度得点の平均値の差を t 検定を用いて検討した（表 3-2-5）。

好きと答えた人は活動性、持久性、抑うつ性で、好きではないと答えた人は社会的外交性の

得点が高かった。特に、持久性は有意確率が 0.016 で統計的な有意差が確認された。 

 

 

  

表3-2-6　パーソナリティー尺度得点と運動やスポーツ活動の志向性との関係 (Q5)
パーソナリティー
の下位尺度

運動・スポーツが
好き/嫌い

度数 平均値
標準
偏差

平均値
の差

t値 df 有意
確率

好き 78 21.8 4.5
嫌い 5 22.2 5.8
好き 78 21.5 3.9
嫌い 5 19.4 3.2
好き 78 21.8 3.9
嫌い 5 17.4 4.0
好き 78 20.4 4.8
嫌い 5 17.0 2.9

社会的外交性 -0.38 -0.178 81 0.859

持久性 4.39 2.461 81 0.016

活動性 2.09 1.179 81 0.242

抑うつ性 3.37 1.55 81 0.125
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3-3 競技種目と、継続年数と運動継続意志の関係 

主に実施してきた種目に関わらず運動やスポーツ活動を継続したいと思うか否かに分類

し、競技種目、継続年数との関わりを、クロス集計及びカイ二乗検定を用いて検討した(図

3-3-1)。競技種目を団体種目または個人種目に、継続年数を～6 年、7～9 年、10 年以上に分

類した。継続年数が 9 年以下の個人種目を行っている該当者は確認されなかった。また、継

続年数に関わらず、運動やスポーツ活動を継続したいと思う割合は団体種目、個人種目とも

に高い傾向にあることが確認された。結果は、0.255 と統計的な有意差は確認されなかった。 

 
図 3-3-1 競技種目、継続年数と、今後の運動やスポーツ活動の継続意欲との関係 (q9) 

 

次に主に実施してきた種目をやめたいと思ったことがある人とない人に分類し、競技種

目との関わりを、クロス集計及びカイ二乗検定を用いて検討した(図 3-3-2)。団体種目に所

属する人は 70.1%が、個人種目に所属する人は 58.8%がやめたいと思ったことがあると確認

された。結果は、0.372 と統計的な有意差は確認されなかった。 

 

図 3-3-2 競技種目と、やめたいと思ったことの有無との関係 (q4-2) 
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次に、実施種目の団体、個人による友人関係尺度の気遣い、ふれあい回避、群れの 3 つの

下位尺度得点の平均値の違いを t 検定を用いて検討した(表 3-3-1)。いずれも個人種目を実施

している群のスコアの平均値が若干、高かったが統計的な有意差は確認されなかった。 

 

 
 

次に主に実施してきた種目をやめたいと思ったことがある人とない人に分類し、競技種

目の継続年数との関わりを、クロス集計及びカイ二乗検定を用いて検討した(図 3-3-3)。継

続年数に関わらず、実施してきた種目をやめたいと思ったことがある割合が高くなった。結

果は、0.493 と統計的な有意差は確認されなかった。 

 

 

図 3-3-3 継続年数と、やめたいと思ったことの有無との関係 (q4-2) 

 

次にこれまで主に実施してきた種目を今後も継続もしくは再挑戦したいか否かに分類し、

継続年数との関わりを、クロス集計及びカイ二乗検定を用いて検討(図 3-3-4)。継続年数が

～6 年は 73.7%、7～9 年は 81.8%、10 年以上は 81.6％となり、継続年数が長期化するにつ

れ、やめたいと思ったことがある割合が高くなった。結果は、0.593 と統計的な有意差は確

認されなかった。 

表3-3-1　競技種目と、友人関係尺度の関係　(q13)
群 度数 平均値 標準偏差 平均値の差 ｔ値 自由度 有意確率

団体 67 18.1 4.6
個人 17 18.6 5.3
団体 67 14.7 3.8
個人 17 14.9 4.4
団体 67 11.4 3.5
個人 17 12.3 4.5

-0.86 -0.86 82.00 0.393

気遣い

ふれあい回避

群れ

-0.50 -0.39 82.00 0.699

-0.15 -0.14 82.00 0.887
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図 3-3-4 継続年数(q3)と、これまで主に実施した種目に対する意欲の関係 (q4-7) 
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第 4 章 考察 

4-1 運動継続意志の基礎集計 

主に実施してきた種目の中で最も多いのは約 30％でサッカー、次いで野球となりこの 2

種目で約半数という結果となった。3 番目は陸上であるが、それ以降も団体種目が続いてお

り、実施種目に関しては団体種目が中心であることがわかった。ここで、図 3-1-3-4 を見る

と、多くの対象者が運動やスポーツの影響として礼儀や友達・仲間、コミュニケーションな

どを選択していた。直接的な因果関係は検証できていないが、これらの要素を養う機会は、

団体種目の方が多くあることが想像できる。団体種目では、一般的に、個人種目以上に仲間、

相手と連携したり、協調したりする必要がある。そのため、仲間や相手のことを考える機会

も増え、協調性やコミュニケーションを養うことができたのかもしれない。そのことから、

個人種目においても仲間と競い合い、高め合ったりするなどの団体種目的要素を取り入れ

ることが有効ではないかと考えられた。 

主に実施してきた種目の継続年数で最も多いのは約 50％で 10 年以上という結果となっ

た。本研究の対象者はスポーツ健康学部であったため、運動やスポーツに親しみのある人が

通常より多かったことが推察され、長めの継続期間になったことも考えられる。そのため、

図 3-1-3-1 にあるように運動やスポーツ活動を行うことが好きな割合も高くなっていた。ま

た、図 3-1-3-2 にあるように、楽しさや仲間との交流、爽快感も多くの人が感じることがで

きており、図 3-1-2-6 に示されている継続意欲を高めることに繋がっていたと推察された。 

次に、図 3-1-1-4 の主に実施してきた種目を始めたきっかけで最も多いのは両親・知人の

勧め、2 番目は自身の興味、3 番目に兄弟・友人の誘いという結果であった。このことから、

家族や友人などの社会的要因が運動やスポーツを継続するには要となっていたことが分か

った。 

さらに、図 3-1-2-2 にあるように、実施してきた種目をやめたいと思った中で実際にやめ

た人は全体の約 20％であり、ほとんどの人がやめるまでには至らなかった。しかし、図 3-

1-2-3 にあるように、やめたいと思ったり、実際にやめた人は「教師や指導者との関係に問

題があった」という回答が多くみられ、活動が楽しくなかったなども含め、社会的要因と個

人的要因に不満を抱いているケースが大半を占めた。この結果から、社会的要因と個人的要

因における改善策を考える必要があることが分かる。また、図 3-1-2-4 や図 3-1-2-5 にあるよ

うに、やめなかった理由として、友達がいたことや友達に引き留められたなどの回答が多く

見られ、団体種目、個人種目問わず、仲間と協力するなどの団体種目的要素を取り入れるこ

とが有効ではないかと考えられる。一方で、実施してきた種目をやめたいと思ったがやめな

かった理由として最も多かったのは「やり切りたいと考えなおした」であったが、本研究の

対象者が比較的競技力の高い集団であったことも影響しているように思う。いずれにして

も、達成満足を得られるような運動やスポーツ活動の経験が、運動継続に繋がることが示唆

された。 
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最後に、継続意欲に関する質問では、実施してきた種目に対して続けたい、または再挑戦

したいと思う人が約 80％、同様に、これまで行ってきた種目に関わらず続けたいと思う人

が約 90％であり、大半の人が運動やスポーツ活動を継続したいという意識を持っているこ

とが分かった。図 3-1-2-8 の運動やスポーツ活動をどのような形で続けたいかを聞いた結果

では、約 40％でレクリエーションスポーツが最も多かった。競技スポーツを離れ、勝敗に

こだわらず多様な形態を受け入れてスポーツ活動を継続することを望んでいることが分か

る。また、何歳頃まで運動やスポーツ活動（健康スポーツ）を続けたいかでは、約 50％で

31～60 歳が最も多く、生涯に渡って運動を継続したいと思っている人がほとんどであるこ

とが分かった。 

 

4-2 パーソナリティーと運動継続要因との関係 

始めに、3-2 節の結果と該当するアンケートの回答を詳細に検討した。表 3-2-1 より、運

動やスポーツをやめたいと思ったことのある人は、活動性と持久性の得点が低く、社会的外

交性の得点が高い傾向にあることが確認された。意欲や積極性、主体性など何事にも積極的

に活動することができることを示す活動性の得点が高い人、物事を長期的に継続すること

や、何かをやり抜くこと、辛抱強さなどで構成される持久性の得点が高い人の方が運動継続

には有利なパーソナリティーであることが示唆された。また、わずかな差ではあったが、ス

トレス耐性などのメンタルが強い抑うつ性の得点が高い人においても、若干、運動継続に有

利であることが示された。一方で、友達や指導者との交流や人間関係を築くことに優れてい

る社会的外交性の高い人であっても、スポーツをやめたいと思うことがあることも示唆さ

れた。また、表 3-2-3 では、やめたいと思った、もしくはやめた主な要因が社会的要因か個

人的要因かでパーソナリティー得点を比較している。それぞれのパーソナリティーの平均

値は全体的に社会的要因によってやめたいと思った、もしくはやめた人の方が高い結果で

あった。表 3-2-1 の結果も考慮すると、社会的外交性が高い人ほど、周りの人との関係性に

よって活動継続が左右されやすく、それによりやめたいと思うことが多くなっているので

はないかと考えられた。 

次に、表 3-2-4 では、やめたいと思わなかった理由が一緒に練習する仲間や、教師や指導

者などの社会的要因が主な人は持久性の得点が高く、抑うつ性の得点が低い傾向にあった。

これは辛い練習もやり抜くことができる友達や仲間、指導者がいることで継続しやすい環

境であったからだと考えられる。また、やめたいと思わなかった理由が技能や競技成績など

の個人的要因が主な人は活動性、持久性、抑うつ性の得点が高く、社会的外交性の得点が低

い傾向にあった。これは、活動により楽しさや充実感を味わうことができ、また長期的にや

り切れる持久性を有している人は競技の継続要因として個人的要因が主となっていたこと

を示唆していた。さらに、表 3-2-5 からは、運動・スポーツの継続意志の高い人では、抑う

つ性を除くすべてのパーソナリティー得点が高い傾向が確認された。中でも、持久性は有意

な差が確認されており、持久性の高い人は、運動継続に有利なパーソナリティーを有してい
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ると考えられる。同様に、運動が好きな人ほど有意に持久性が高いことも確認された。 

 

4-3 競技種目、継続年数と運動継続意志の関係 

始めに、図 3-3-1 では、個人競技実施者が 10 年以上しかいなかったため、ここでは、継

続年数と競技形態等との関係は考察の対象から除外し、図 3-3-2 以降を考察する。図 3-3-2

では、競技形態によるやめたいと思う経験の違いを検討した。団体種目を経験してきた人の

方がやめたいと思った経験は 11.3%多かった。個人種目に比べて対人摩擦の機会が多い可能

性が考えられ、やめたいと思う経験が多くなっていたと推察できる。逆に、個人種目を経験

してきた人は、自分自身と向き合い、仲間と高め合いながら、時折、仲間を応援するなどの

運動形態が中心であると思われ、運動継続には有利に働いたのではないかと思う。しかしな

がら、これらは憶測の域を出ず、より詳細な研究の継続が求められる。さらに、図 3-3-3 お

よび 3-3-4 にあるように、多くの人が 1 度はやめたいと思う傾向にあることがわかる。しか

し、継続年数が長い人ほど、やめたいと思った経験も少なく、また、今後への継続意欲も高

い傾向が見られた。運動習慣化の動機及びその持続に関する先行研究では、「運動は気持ち

よく、爽やかで、精神的・肉体的ストレスの解消になるから」や「学生時代に行っていたス

ポーツの延長」であることを報告している。（南谷和利、辻博明：1981 運動の習慣化に関す

る意識調査、体育科学 9；272－28.）このことからも、長期の継続以前に、運動開始初期段

階から、技能向上や楽しさ・充実感を得られることができれば、継続年数が短い場合でもそ

の競技を継続したいと思える可能性が高まることが期待できる。 
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期待することは、技術・技能の習得よりも協調性などの人間性の成長を多く期待しているこ

とが確認された。習い事による、運動実践中の態度・意欲、規律性、協調性の有意な差は見

られなかった。また、運動能力測定値も習い事の有無による差は見られなかった。5 歳児に

おいては、習い事の経験を通じて保護者が期待するような成長があまりなされていないこと

が示唆された。そのため習い事の現場では、技術・技能の向上ばかりに注視するのではなく、
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第 1 章 序論 

我が国では 15 歳未満の子どもの数は 39 年連続で減少しており、少子化が問題視されて

いる。少子化の背景としては 1980 年代から働く女性の増大、とくに若い世代の女性の労働

力率が上昇してきた一方で、仕事と子育てを両立できる環境が十分整っていなかったこと

が晩婚化や晩産化につながり、その過程で出生率の動向に影響を与えてきたと推測できる。

また、男女双方の高学歴化も晩婚化に影響を与えている。（内閣府、2004）それに加え、子

どもを育てるにあたって子育て費用や教育費などの経済的不安によって一家族あたりの子

どもの減少も指摘されている。教育費の内訳の中には、学習塾や習い事といった費用も含ま

れ一人の子どもにかかる費用も増加している。習い事が増加する背景には、保護者が習い事

などを通して、子どもの育みに何らかの期待を多くするようになっていることも考えられ

る。ノビルコ(2019)の調査よると、12 歳以下の子どもに習い事をさせたい理由としては、「継

続することや努力することの大切さを学んでほしい」という心の成長を期待する声や、「子

ども自身が好きだとおもうことをやってほしい」、「好きだと思えることや夢中になれるこ

とをみつけてほしい」という習い事を通してなにか好きなものを身に付けたいという声や、

「学力や体力、技能などを取得して伸ばしてほしい」、「その分野で子どもの頃から親しんで

ほしい」という自分のものにできるものが欲しいという声、「仲間との協調性やコミュニケ

ーション、リーダーシップなどを学んでほしい」「礼儀やマナーを身に付けてほしい」、「家

庭や学校以外の大人と触れ合うことで社会性を身に付けてほしい」という人としての成長

を期待する声などがあげられた。これらのことから保護者は技術面のみならず、社会性や心

理的な成長に対する期待のほうが高いということが考えられる。 

また、スキャモンの発育発達曲線から、神経系と呼ばれる脳や脊髄の発達は、生まれたこ

ろから急激に成長し、8 歳では 80％、12 歳頃で概ね 100％に至るとされている。その中で

も、9 歳～12 歳をゴールデンエイジと呼び、最も神経系が成長をし、巧みな動きの取得に適

した時期と言われている。そして、4 歳～8 歳頃の子どもを、プレ・ゴールデンエイジと呼

び、ゴールデンエイジの準備段階の大切な時期であり、この時期に様々な遊びや運きを経験

することでより良いゴールデンエイジを迎えることができる。つまり、この時期に習い事を

することで多くの運動経験を重ねることは、その後の運動発達の面でも有効であることが

予想される。このように、幼少期の習い事は、子どもの技術や技能の側面および社会性や心

理面の発達に良い影響を与えることが期待される。しかしながら、このような習い事の効果

に関して詳細な検討をしたものは決して多くない。体力面との関係を検討したものは、近年、

見られてきているが、社会性や心理面の成長との関連に関しては、詳細な検討はされていな

い。習い事自体の実施の影響に加え、どのような種類の習い事が有効であるか、また、どの

程度の期間の実施でこのような成長を期待することができるかなど、より詳細な検討をす

ることで、幼少期における習い事実施の指針の検討につながるのではないだろうか。 

以上のことを踏まえて、本研究では、子どもの習い事の実態および、運動実践中の意欲や

態度、コミュニケーション能力といった社会・心理的側面との関係性を検討することおよび、
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技術・技能発達の指標として、体力・運動能力測定の記録との関連性について検討すること

を目的とする。 
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第 2 章 方法 

2-1 対象者 

2020 年度に、瀬戸市立古瀬戸保育園と瀬戸市立品野西の 2 園の満 5 歳児学級に所属する

幼児を対象とした。内訳は瀬戸市立古瀬戸保育園が、男子 12 名女子 12 名、瀬戸市立品野西

保育園が、男子 13 名女子 17 名であった。 

 

2-2 運動実践 

運動実践は、主に全身運動、走運動、投運動に分けて構成し、毎回違うゲームや遊びを実

施した。子ども個人の意欲や態度などが表れ易いと思われるゲームや遊びを中心に、各回 45

分を目安に計 4 回の実践を行った。実践にあたっては、最初に説明と見本を見せ、子どもた

ちの理解を徹底した。また、実践内容は簡潔で分かりやすい説明を心掛け、注意事項もしっ

かりと伝えることで、確実な実践内容の遂行を目指した。実践活動中は 4 つのグループに分

けて行うことで、仲間との協力やコミュニケーションもとれるように配慮した。子ども達に

は毎回同じゼッケンを着用させることでチームとしての仲間意識が形成されるように配慮

し、加えて、実践終了後の意欲、態度評価においても個人の判定間違いを減らすように努め

た。 

以下、表 2-2-1 から 2-2-4 に各回の実践内容を示す。 

 

 

 

 

 

表2-2-1. 1回⽬の運動実践メニュー
時間 プログラム プログラム内容
10分 いうこと⼀緒 「⾔うこと⼀緒、やること⼀緒」と⾔ったら、⾔われた通りに動く。

慣れてきたら、「⾔うこと逆、やること逆」も取り⼊れながら⾏う。
グループごとに円になり、⼿を繋いで⾏う。

25分 ボール渡しリレー 縦１列に並び頭の上からボールを渡していき、決められたラインまで
ボールをつないでいく。先頭の⼦はボールを渡したら１番後ろに並
ぶ。同様に、股の下からも⾏う。その次に、上からもらったら下から
渡す、下からもらったら、上から渡す、という３種類を⾏う。

15分 タグ取り タグラグビー⽤のタグを先⽣や学⽣がたくさん⾝に付け、園児は追い
かけ、タグをたくさん取る。チーム対抗で⾏う。

表2-2-2. 2回⽬の運動実践メニュー
時間 プログラム プログラム内容
10分 いうこと⼀緒 ⼿を繋いで円を作り、フラフープをくぐったり、またいだりして、フ

ラフープを⼀周する。
25分 ボール渡しリレー フラフープを持ち、フラフープで縄跳びの様に⾶んでリレーを⾏う。
15分 タグ取り コーンを倒すチームと起こすチームにわかれ、コーンを起こしたり、

倒したりする。
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表2-2-3. 3回⽬の運動実践メニュー
時間 プログラム プログラム内容
15分 ボールリレー 2⼈1組でお腹や背中でボールをは挟みリレーをする。
20分 爆弾ゲーム ⾃分のチームの陣地にあるボールを拾い、相⼿陣地に投げ⼊れる。陣

地にボールが少ないほうが勝ち。
25分 ボール並べ 横3×縦3のカラーコーン9この上に、各チーム3個ずつのボールを並

べていき、縦・横・斜めかのいずれかを揃えていく。時間内により多
く揃えられたチームの勝ち。

表2-2-4. 4回⽬の運動実践メニュー
時間 プログラム プログラム内容
10分 ネコとネズミ 2⼈1組でネコとネズミに分かれ、呼ばれた⽅がペアを追いかける。
20分 ⽂字探しゲーム お題を聞いて、その⽂字をチームで探す。
25分 宝集めゲーム ⾃分の陣地にボールを3つ集める。
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2-3 調査・測定方法 

本研究では、大きく２つの調査データを得た。第一に、実践中の園児一人一人に対して態

度・意欲、協力・コミュニケーション、ルール遵守の３項目の評価を行った。評価に際して

は、以下に示す、ルーブリック評価基準（表 2-3-1）を用いて、２名の指導学生が協議の上、

評価を決定した。さらに、実践後にはアンケート調査により、どのような習い事を週どのく

らい行っているか回答してもらった。アンケート調査の項目は、習い事の種類や活動時間、

保護者の習い事に対する考えなどであった。調査用紙は、論文末尾に付表として貼付する。

また、参考データとして、2019 年度冬に実施した７項目の体力テストデータを対象園より

提供していただいた。2019 年度の体力テスト実施に関しては、著者らも可能な限り補助に

加わり実施した。 

 

 

  

表2-3-1 運動実践中の意欲・態度等のルーブリック評価基準
評価の観点 Very good◎ Good○ Normal△ Poor×

・積極的にゲームに
参加をし、意欲的に
取り組んでいる姿が
⾒られる。

・楽しんでゲームに
参加をし、⼀⽣懸命
取り組んでいる。

・ゲームには参加し
ているが、積極的な
部分があまり⾒られ
ない。

・ゲームに参加しな
いこともあり、楽し
んでいる様⼦が⾒ら
れない。

・上⼿くいかなくて
も諦めずに挑戦する
など向上⼼が⾒られ
る。

・ 上 ⼿ く い か な い
と、諦めてしまう様
⼦が時折みられる。

・ 上 ⼿ く い か な い
と、諦めてしまうこ
とが多い。

・ 飽 き て い た り 、
⽴って眺めていたり
など意欲が感じられ
ない。

・チームの⼦に協⼒
を呼びかけたり、⾃
ら協⼒したりする姿
が⾒られる。

・チームの⼦と協⼒
をしてゲームを進め
て い る 姿 が み ら れ
る。

・チームの⼦と協⼒
し て い る 時 も あ る
が、積極的に協⼒す
る姿はあまり⾒られ
ない。

・チームの⼦と協⼒
する姿が⾒られず、
⾃分の好きなことの
みをしている。

・多くの⼦とコミュ
ニケーションをとる
などチームの中⼼と
な っ て 活 動 し て い
る。

・コミュニケーショ
ンをとりながら活動
をしている。

・ あ ま り コ ミ ュ ニ
ケーションをとらな
いが話し掛けられる
と 反 応 し コ ミ ュ ニ
ケーションをとって
いる。

・コミュニケーショ
ンをとる様⼦がほと
んどみられない。

・ルールをきちんと
聞いて理解し、ルー
ルの沿った⾏動をし
ている。

・ルールを聞いて理
解し、守ろうとして
いる。

・ルールが守れてい
ない⼦に声をかけて
いる姿が⾒られる。

・時折，間違えてし
まうことがある．

実践時の
態度・意欲

実践時の
ルール遵守

・ルールを聞いて理
解しようとしている
が、ルールを把握で
きずに規範外の⾏動
が時折みられる。

・ルールを聞かず、
理 解 し て い な い 様
⼦。規範外の⾏動が
多くみられる。

仲間との協⼒
コミュニケーション
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2-4 分析方法 

 アンケート調査の結果、実践中の評価をもとに、以下の要素に関する調査項目の関係性を

検討した。分析手法はクロス集計およびカイ二乗検定を用い、すべての分析における有意水

準は 5％とした。分析は IBM SPSS Statistics Version 20.0 を用いた。また、体力データに関し

ては、性別の対象 7 項目の記録を標準化し、その平均を持って体力測定値の代表値とした。

（検討内容） 

・習い事の有無による運動実践時の態度・意欲の違い 

・習い事の有無による協調性の違い 

・習い事の有無による規律性の違い 

・習い事の有無による体力・運動能力の違い 
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第 3 章 結果 

3-1 保護者へのアンケート結果の概要 

保護者への子どもの習い事の活動状況や保護者の習い事に対する考えに関するアンケー

トの結果を示す。最初に、「習い事を通して子どもに期待することはなにか」という質問の

結果を図 3-1-1 に示した。9 つの選択肢があり、上位 3 つを回答してもらった。1 位で回答

が多かった順に「継続力や努力することを身に付ける」が 29%、「運動能力や技術の習得」

と「好きなこと・得意なことを増やす」が 26%であった。2 位で回答が多かった順に「好き

なこと・得意なことを増やす」が 33%、「集中力の向上」が 17%、「継続力や努力することを

身に付ける」と「自分に自信を持てるようにする」が 14%であった。3 位で回答が多かった

順に「継続力や努力することを身に付ける」と「自分に自信を持てるようにする」が 19%、

「好きなこと・得意なことを増やす」と「礼儀やマナーを身に付ける」が 17%、「集中力の

向上」が 11%であった。 

 

 

図 3-1-1 習い事を通して子どもに期待すること 
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次に、「習い事をしていますか」という質問の結果を図 3-1-2 に示した。運動系が 29.5%、

音楽・芸術系が 9.1％、学習系が 13.6%、していないが 47.7%であった。さらに、「習い事を

始めたのは何歳頃ですか」という質問の結果を図 3-1-3 に示した。3 歳が 17.4%、4 歳が 17.4%、

5 歳が 65.2%であった。最後に、「習い事で大変なことや、習わせる上での一番の障害はなん

ですか」という質問の結果を図 3-1-4 に示した。「送迎・付き添いが大変」が 68.4%、「費用

がかかる」が 23.7%、「時間がない」が 5.3%、「その他」が 2.6%であった。 

 

   

図 3-1-2 習い事をしていますか      図 3-1-3 習い事を始めたのは何歳頃ですか 

 
図 3-1-4 習い事で大変なことや、習わせる上での一番の障害はなんですか 

 

 

29.5%

9.1%

13.6%

47.7%

運動 ⾳楽芸術 学習 していない

17.4%

17.4%
65.2%

3歳 4歳 5歳

68.4%

23.7%

5.3% 2.6%

送迎 費用 時間ない その他
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続いて、「今後お子様に習わせたい習い事はありますか」という質問の結果を図 3-1-5 に

示した。回答が多かった順に「水泳」が 38%、「英会話」が 35%、「その他」が 33%、「体操・

新体操」が 20%、「ダンス・バレエが」13%、「学習塾」と「ピアノ」が 10%であった。「そ

の他」の回答には、野球、サッカー、空手、そろばんが挙げられた。 

 

 

図 3-1-5 今後習わせたい習い事 
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3-2 習い事の有無と運動実践中の評価との関係 

習い事の有無と運動実践中の評価との関係をクロス集計表を用いて検討した。表 3-2-1は、

習い事の有無と運動実践中の態度・意欲の関係を検討した結果である。習い事をしている子

どもよりも習い事をしていない子どものほうが評価が高くなる傾向が見られたが、カイ二

乗検定の結果、有意確率は 0.60 であり、統計的に有意な関係が確認されなかった。 

 

 

 

表 3-2-2 は、習い事の有無と運動実践中の協調性の関係を検討した結果である。両群間に

大きな差は見られなかったが、一番評価の高い Very good は習い事をしている子どもには見

られなかった。カイ二乗検定の結果、有意確率は 0.48 であり、統計的に有意な関係は確認

されなかった。 

 

 

表 3-2-3 は、習い事の有無と運動実践中の規律性の関係を検討した結果である。習い事

をしている子どもより、していない子どものほうが評価が高くなる傾向が見られたが、カ

イ二乗検定の結果、有意確率は 0.45 であり、統計的に有意な関係は確認されなかった。 

 

表3-2-1 習い事の有無と運動実践中の態度・意欲の関係

Very good Good Normal Poor 合計

実施 4.2% 58.3% 37.5% 0.0% 100%
未実施 11.1% 61.1% 27.8% 0.0% 100%
全体 7.1% 59.5% 33.3% 0.0% 100%

態度・意欲習い事
実施/未実施

表3-2-2 習い事の有無と運動実践中の協調性の関係

Very good Good Normal Poor 合計

実施 0.0% 45.8% 54.2% 0.0% 100%
未実施 5.6% 38.9% 55.6% 0.0% 100%
全体 2.4% 42.9% 54.8% 0.0% 100%

協調性習い事
実施/未実施

表3-2-3 習い事の有無と運動実践中の規律性の関係

Very good Good Normal Poor 合計

実施 0.0% 45.8% 54.2% 0.0% 100%
未実施 5.6% 50.0% 44.4% 0.0% 100%
全体 2.4% 47.6% 50.0% 0.0% 100%

規律性習い事
実施/未実施
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3-3 運動能力測定値と習い事の有無との関係 

2019 年度冬に実施した 7 項目の体力テストデータの結果をもとに体力測定値が平均以上

の群と平均未満の群に分類した。両群と習い事の有無の関係をクロス集計表を用いて検討

した結果を表 3-3-3 に示した。習い事をしている子どものほうが習い事をしていない子ども

に比べ、測定値が高くなることが確認されたが、カイ二乗検定の結果、有意確率は 0.94 で

あり、統計的に有意な関係は確認されなかった。 

 

  

表3-3-1 運動能⼒測定値と習い事の有無の関係 

平均以上 平均未満 合計

実施 45.0% 55.0% 100%
未実施 43.8% 56.3% 100%
全体 44.4% 55.6% 100%

体⼒測定値習い事
実施/未実施
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第 4 章 考察 

4-1 5 歳児における習い事の実態 

図3-1-2から、半数以上の幼児が習い事を実施していることが確認された。また、結果の図

表には示していないが、習い事の内訳は多かった順に、「水泳」「英会話」「ピアノ」であっ

た。また図3-1-5で示した「今後子どもに習わせたい習い事」の結果も、類似しており、順に、

「水泳」「英会話」「その他」であった。このことから習い事として人気が高いのは、「水泳」

「英会話」ということが分かった。この2つの習い事が人気になっている背景として、水泳

においては、小学校学習指導要領（平成29 年告示）解説の第一章総説において、「適切な

水泳場の確保が困難な場合には、「水遊び」及び「水泳運動」を取り扱わないことがで

きるが、これらを安全に行うための心得については，必ず取り上げること」と示してお

り、学校教育において水泳技能の習得が期待しづらくなっている現状も影響していると

思われる。また、英語においては、2020年4月から小学校において英語の授業が必修化

しており、これに早期から準備、対応しておきたいという保護者の意識が反映されてい

ると推察される。 

また、図3-1-4に示した「習い事で大変なことや、習わせる上での一番の障害はなんです

か」という質問では、回答が多かった順に「送迎・付き添いが大変」が68.4%、「費用がか

かる」が23.7%、「時間がない」が5.3%であったことから、送迎のある習い事などが増えると

保護者の負担が減り、習い事を始める子どもも増加すると推測される。今後の習い事の現場

では、保護者の負担を減らす方法を考えるなどの工夫が有効であると考えられる。 

 

4-2 保護者の習い事に対する期待と現実 

図 3-1-1 で示した結果から、保護者が習い事に対して期待することで 1 位に上げた中で最

も多い割合だったのは「継続力や努力することを身に付ける」で 29%であり、続いて「運動

能力や技術の習得」と「好きなこと・得意なことを増やす」が 26%であった。2 位に上げた

ものの中では「好きなこと・得意なことを増やす」が 33%で最も多く、「運動能力や技術の

習得」が選ばれた割合は少なかった。このことから保護者は、「運動能力や技術の習得」よ

りも「継続力や努力することを身に付ける」ことや「好きなこと・得意なことを増やす」と

いった子ども自身の人としての成長に期待しているということが推察された。しかしなが

ら 3-2 節の結果をみると、本研究における運動実践中の意欲・態度、協調性、規律性の評価

結果と習い事の実施状況との間には有意的な関係性は見られなかった。特に、一番評価の高

い Very good に着目をすると、習い事をしている子どもよりも習い事をしていない子どもの

ほうが比率が高くなっていた。これらのことから 5 歳児においては、習い事の経験を通じて

保護者が期待するような成長があまりなされていないことが示唆された。 

今回は残念ながら、保護者が習い事に対して期待していることが、運動実践中に発揮され

る様子は確認することができなかった。しかし、運動実践を通して、普段あまり積極的に活

動に参加しないと保育者がいっていた子どもが、一生懸命チームのために走り、勝ちたいと
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いう姿を見ることができるなど、子どもの成長にとって良い機会になったと考えられる。む

しろ、日常的に習い事などで類似の経験をしていない幼児ほど、楽しさを感じやすい機会に

なっていたのかもしれない。習い事の現場では、専門性に特化した環境設定や指導が想定さ

れるため、それと比較すると保育現場で実施している内容では、子ども達の十分な意欲喚起

の場になっていないことも考えられる。習い事の現場においても、技術、技能の向上ばかり

に注視するのではなく、保護者の期待を適切に理解し、それに応えるような工夫が求められ

ると思われる。 

 

4-3 習い事の有無と運動能力の関係 

習い事を行っている子どもは園外での活動時間が増えるため、運動能力が高いと推測し

ていたが、3-3の結果によると、有意な差は現れなかった。習い事の中身にもよるとは思う

が、継続期間の短い幼児期においては、体力測定値を変化させるほどの影響は出現していな

いことが示唆された。また、今回の実践園では、日常的に園で積極的に体を動かせるよう工

夫し、活動時間を確保しているため、習い事の実施状況が大きな差となっていない可能性も

あったと思われる。 
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第 5 章 まとめ 

本研究では、5 歳児を対象として、幼児期の習い事が人間性に与える影響を、アンケート

調査、運動遊び実施時の様子の観察、体力測定の結果をもとに、検討することを目的とした。

保護者へのアンケート結果によると、習い事に対して期待することは、技術・技能の習得よ

りも人間性の成長を多く期待していることが確認された。しかしながら、今回の運動実践中

の態度・意欲、規律性、協調性の 3 つの視点による評価結果は、習い事実施の状況と明らか

な関係が確認されなかった。このことから、5 歳児においては、習い事の経験を通じて保護

者が期待するような成長があまりなされていないことが示唆された。継続期間の影響もあ

るとは思われるが、習い事の現場において、技術・技能の向上ばかりに注視するのではなく、

保護者の期待を適切に理解し、それに応えるような工夫をすることが求められる。また、保

育現場の現状についても理解し、お互いの教育、保育効果を高めるような連携が今後の課題

である。 
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付表：アンケート用紙 
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